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は
じ
め
に

「
蓬
莱
紋
」
す
な
わ
ち
鶴
・
亀
・
松
を
組
み
合
わ
せ
た
紋
様
は
、
日
本
美
術
・

日
本
工
芸
の
分
野
に
お
い
て
は
す
で
に
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
と
く
に
、

中
近
世
和
鏡
に
州
浜
に
岩
礁
と
松
、
水
辺
の
鶴
、
岩
裾
や
鈕
の
亀
が
見
ら
れ
る
場

合
、
そ
れ
は
「
蓬
莱
紋
鏡
」
と
呼
ば
れ
る
。

鶴
・
亀
・
松
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
る
蓬
莱
の
表
現
は
、
平
安
時
代
の
中
国
古
典

を
学
ぶ
気
運
の
高
ま
り
を
う
け
て
、
鎌
倉
時
代
に
流
行
・
定
着
し
た
と
言
わ
れ
て

い
る
［
船
木
二
〇
〇
三
］。
た
し
か
に
、『
梁
塵
秘
抄
』（
平
安
末
・
後
白
河
法
皇
撰
）

に
「
海
に
は
萬
劫
亀
遊
ぶ
蓬
莱
方
丈
瀛
州
こ
の
三
つ
の
山
を
ぞ
戴
け
る
巌
に
恋

ず
る
亀
の
齢
を
ば
譲
る
譲
る
君
に
皆
譲
る
」
と
詠
ま
れ
る
蓬
莱
像
は
、『
列
子
』

湯
問
篇
の
蓬
莱
を
含
む
東
海
の
五
山
を
戴
く
巨
鼇
（
お
お
が
め
）
の
神
話
に
基
づ

い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
和
鏡
の
鏡
背
に
見
ら
れ
る
鶴
・
亀
・
松
の
組

み
合
わ
せ
や
、
岩
山
を
背
負
う
亀
の
図
は
、
日
頃
中
国
古
代
の
青
銅
器
・
青
銅
鏡

の
図
像
や
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
想
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
筆
者
の
目
に
は
い

く
ら
か
奇
妙
に
映
る
。

な
ぜ
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な
奇
妙
な
「
蓬
莱
紋
」
が
定
着
し
た
の
か
。
そ
も
そ

も
中
国
の
蓬
莱
は
ど
ん
な
図
像
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の

か
。
展
覧
会
等
で
和
鏡
を
度
々
目
に
す
る
な
か
で
膨
ら
ん
で
き
た
疑
問
は
、
漢
代

の
図
像
と
思
想
、
和
鏡
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
唐
鏡
の
図
像
と
そ
の
頃
の
思

想
、
そ
し
て
日
本
の
中
近
世
和
鏡
に
お
け
る
蓬
莱
紋
の
変
遷
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
追

わ
な
け
れ
ば
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
蓬
莱
信
仰
の
高
ま
り
が
文
献
・
器
物
の
両
面
か
ら
確
か
め

ら
れ
る
前
漢
武
帝
期
と
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
を
越
え
て
漢
の
文
化
・
思
想
が
継
承

さ
れ
た
唐
代
、
さ
ら
に
唐
文
化
を
輸
入
し
た
平
安
時
代
を
経
て
固
有
の
文
化
を
発

展
さ
せ
た
平
安
末
か
ら
鎌
倉
・
室
町
時
代
を
対
象
に
、
鏡
を
主
な
資
料
と
し
て
図

像
学
的
研
究
を
行
い
、
各
時
代
の
蓬
莱
像
と
そ
の
変
化
を
読
み
解
い
て
み
た
い
。

一

前
漢
武
帝
期
―
蓬
莱
信
仰
の
成
立

中
国
に
お
け
る
蓬
莱
と
亀
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、
第
一
に
『
列
子
』
湯
問
篇

の
一
節
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
渤
海
の
東
、・
・（
中
略
）・
・
其
の
中
に
五
山
あ
り
、
一
に
曰
く
岱
輿
、
二

に
曰
く
員
嶠
、
三
に
曰
く
方
壺
、
四
に
曰
く
瀛
洲
、
五
に
曰
く
蓬
莱
、・・（
中

〔
招
待
論
文
〕

蓬
莱
と
亀―

中
近
世
和
鏡
の
蓬
莱
紋
の
成
立
に
寄
せ
て
―

石

谷

慎
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略
）・・
五
山
の
根
連
著
す
る
所
な
く
、
常
に
潮
波
に
随
い
、
上
下
に
往
還
し
、

暫
く
も
峙
つ
を
得
ず
。・
・（
中
略
）・
・
帝
西
極
に
流
れ
、
群
仙
聖
の
居
を

失
う
を
恐
れ
、
乃
ち
禺
疆
に
命
じ
、
巨
鼇
十
五
を
し
て
首
を
挙
げ
て
之
を
戴

せ
、
迭
る
に
三
番
と
し
、
六
万
歳
に
一
た
び
交
わ
ら
せ
し
む
。
五
山
始
め
て

峙
ち
て
動
か
ず
」

渤
海
の
東
に
あ
る
岱
輿
・
員
嶠
・
方
壺
・
瀛
洲
・
蓬
莱
の
五
山
は
、
潮
波
に
し

た
が
い
上
下
に
揺
れ
動
き
、
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
神
仙
の
居
所
が
失
わ

れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
帝
は
、
北
海
の
神
で
あ
る
禺
疆
に
命
じ（

1
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、
巨
鼇
十
五
匹
に

三
交
代
で
五
山
を
戴
か
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
五
山
は
安
定
し
た
と
い
う
。
こ
こ
に

出
て
く
る
「
鼇
」
と
は
、『
説
文
解
字
』
に
「
海
の
大
鼈
な
り
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
海
に
棲
む
大
き
な
鼈
（
す
っ
ぽ
ん
）
の
こ
と
で
、『
列
子
』
は
亀
と
五
山
、

ひ
い
て
は
亀
と
蓬
莱
と
の
関
係
を
示
す
具
体
的
な
記
述
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
戦
国
時
代
の
列
禦
寇
の
著
作
と
さ
れ
る
『
列
子
』
は
、
仏
教
的
思
想

の
混
入
や
漢
代
以
降
の
文
法
の
使
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
行
本
は
秦
代
以

前
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
［
湯
浅
二
〇
二
〇
、九
五
頁
］。
よ

り
古
い
記
述
と
し
て
は
、
前
漢
時
代
に
劉
向
が
編
纂
し
た
『
楚
辞
』
の
天
問
篇
に

「
鼇 

山
を
戴
き
て
抃
つ
。
何
を
以
て
か
之
を
安
ん
ず
る
」
と
見
ら
れ
る
が
、
鼇
は

「
山
」
を
背
負
っ
た
と
し
か
記
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
五
山
や
蓬
莱
で
あ
る
と
の
確
証

は
な
い
。『
楚
辞
』
の
よ
う
な
原
始
的
な
仙
岳
と
亀
へ
の
信
仰
に
対
し
、『
列
子
』

の
記
述
は
信
仰
が
広
が
る
な
か
で
仙
岳
や
亀
に
具
体
性
が
付
与
さ
れ
、
思
想
と
し

て
定
型
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
蓬
莱
や
亀
に
対
す
る
信
仰

は
漢
代
以
前
の
本
来
の
思
想
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
蓬
莱
と
亀
に
関
す
る
文
献
の
記
述
を
集
め
、
そ
れ
ら
を
編

著
年
代
順
に
整
理
し
て
思
想
の
変
遷
を
確
か
め
る
と
と
も
に
、
前
漢
時
代
の
蓬
莱

や
仙
岳
に
関
す
る
器
物
を
主
な
資
料
と
し
て
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
思
想
が
反
映

さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
が
い
つ
頃
成
立
し
た
か
を
推
測
し
、
蓬
莱
信
仰
の
成
立
と

高
ま
り
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

１

蓬
莱
信
仰
と
亀
に
関
す
る
文
献

文
献
に
見
ら
れ
る
「
蓬
莱
」
は
、『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
、

「
海
中
に
三
神
山
あ
り
、
名
を
蓬
莱
・
方
丈
・
瀛
洲
と
曰
う
。
僊
人
之
に
居
る
」

と
登
場
す
る
。
以
下
に
は
童
男
女
数
千
人
を
引
き
連
れ
て
海
に
僊
人
を
求
め
に
行

く
く
だ
り
が
続
く
。
始
皇
帝
を
騙
し
た
稀
代
の
詐
欺
師
と
し
て
著
名
な
徐
芾
（
徐

市
／
徐
福
）
の
言
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
蓬
莱
は
方
丈
・
瀛
洲
と
並
び
「
三
神
山
」

と
括
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

「
三
神
山
」
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
封
禅
書
に
よ
り
詳
し
く
記
述
さ
れ
る
。

「
威
・
宣
・
燕
昭
人
を
し
て
海
に
入
り
て
蓬
萊
、
方
丈
、
瀛
洲
を
求
め
し
む
。

此
の
三
神
山
は
其
れ
伝
う
る
に
勃
海
中
に
在
り
、
人
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ざ

る
も
、
患
う
べ
く
は
且
に
至
ら
ん
と
す
れ
ば
則
ち
船
風
に
引
か
れ
て
去
ら

ん
。
蓋
し
嘗
て
至
る
者
あ
り
。
諸
僊
人
及
び
不
死
の
薬
皆
焉
に
在
り
。
其
の

物
・
禽
・
獣
は
尽
く
白
く
、
黄
金
・
銀
は
宮
闕
を
為
る
。
未
だ
至
ら
ざ
れ
ば
、

之
を
望
む
こ
と
雲
の
如
く
、
到
る
に
及
べ
ば
、
三
神
山
反
き
て
水
下
に
居

る
。
之
に
臨
め
ば
風
輒
ち
引
き
去
り
て
終
に
は
能
く
云
に
至
る
莫
し
。
世
主

に
甘
心
せ
ざ
る
莫
し
」

始
皇
帝
が
徐
芾
を
派
遣
す
る
よ
り
も
早
く
、
戦
国
時
代
に
斉
の
宣
王
・
威
王
、
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燕
の
昭
王
が
三
神
山
に
人
を
遣
っ
て
い
た
。そ
こ
に
至
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、

僊
人
が
居
り
、
不
死
の
薬
が
あ
り
、
白
い
禽
獣
が
生
息
し
、
宮
闕
は
黄
金
や
銀
で

つ
く
ら
れ
て
い
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

『
史
記
』
封
禅
書
に
よ
る
と
、
始
皇
帝
の
み
な
ら
ず
前
漢
武
帝
も
海
中
の
僊
人

に
見
え
ん
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
下
記
は
、
元
光
二
年
（
前
一
三
三
）
に
方
士
・

李
少
君
が
武
帝
に
対
し
て
述
べ
た
言
で
あ
る
。

「
竈
を
祠
れ
ば
則
ち
物
を
致
し
、
物
を
致
せ
ば
丹
沙
化
し
て
黄
金
と
な
る
べ

し
。
黄
金
成
り
て
以
て
飲
食
の
器
を
為
れ
ば
則
ち
寿
を
益
し
、
寿
を
益
せ
ば

海
中
蓬
莱
の
僊
者
見
る
べ
し
。
之
に
見
え
て
以
て
封
禅
せ
ば
死
せ
ず
。
黄
帝

は
是
な
り
」

こ
こ
で
は
方
丈
や
瀛
洲
は
登
場
せ
ず
、
蓬
莱
が
僊
人
の
居
所
を
代
表
し
て
い

る
。
封
禅
書
に
見
ら
れ
る
武
帝
代
の
記
述
の
な
か
で
は
、
基
本
的
に
海
中
の
仙
山

と
言
え
ば
蓬
莱
だ
が
、
晩
年
に
建
て
た
建
章
宮
に
つ
く
ら
れ
た
太
液
池
に
は
「
蓬

萊
・
方
丈
・
瀛
洲
」
に
「
壺
梁
」
を
加
え
た
四
山
が
あ
り
、
そ
れ
は
海
中
の
神
山

亀
魚
の
属
に
象
っ
た
と
い
う（

（
（

。

司
馬
遷
は
前
二
世
紀
半
ば
か
ら
前
一
世
紀
初
頭
の
人
で
あ
り
、『
史
記
』
の
編

纂
も
そ
の
間
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
若
き
頃
の
司
馬
遷
が
全
国
を
周
遊
し
て

記
録
し
た
様
々
な
土
地
に
伝
わ
る
神
話
伝
承
の
類
の
な
か
に
は
、
古
く
か
ら
語
り

伝
え
ら
れ
た
内
容
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
に
、『
楚
辞
』
を

編
纂
し
た
劉
向
も
前
一
世
紀
代
の
人
だ
が
、
天
問
篇
を
含
む
数
篇
は
屈
原
の
作
と

言
わ
れ
、
先
秦
の
神
話
や
宗
教
観
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
［
湯
浅

二
〇
二
〇
、十
二
頁
］。

一
方
、『
史
記
』
亀
策
列
伝
は
、
唐
・
司
馬
貞
『
史
記
索
隠
』
に
よ
れ
ば
、
司

馬
遷
の
記
述
で
は
な
く
、
前
漢
末
に
褚
少
孫
が
補
筆
し
た
と
さ
れ
る
。

「
余
江
南
に
至
り
、
其
の
行
事
を
観
、
其
の
長
老
に
問
う
に
、
云
く
、
亀
は

千
歳
に
し
て
乃
ち
蓮
葉
の
上
に
遊
び
、
蓍
は
百
茎
が
一
根
を
共
に
す
。
又
た

其
の
生
ず
る
所
、
獣
に
虎
狼
な
く
、
草
に
毒
螫
な
し
。
江
傍
の
家
人
は
常
に

亀
を
畜
と
し
之
を
飲
食
し
、
以
て
能
く
導
引
し
て
致
気
を
為
し
、
衰
を
助
け

老
を
養
う
に
益
あ
り
。
豈
に
信
ぜ
ざ
る
や
、
と
」

江
南
で
は
亀
は
千
歳
に
な
る
と
蓮
葉
の
上
に
遊
び
、
ま
た
長
江
の
畔
に
住
む
人

は
育
て
た
亀
を
飲
食
し
、
養
生
し
た
と
い
う
。
亀
の
神
性
を
伝
え
る
逸
話
と
し
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
礼
記
』
礼
運
に
、

「
四
霊
以
て
畜
と
為
り
、
故
に
飲
食
の
由
（
用
）
を
有
つ
な
り
。
何
を
か
四

霊
と
謂
う
。
麟
・
鳳
・
亀
・
龍
、
之
を
四
霊
と
謂
う
。
故
に
龍
以
て
畜
と
為

り
、
故
に
魚
鮪
淰
ず
。
鳳
以
て
畜
と
為
り
、
故
に
鳥
獝
ず
。
麟
以
て
畜
と
為

り
、
故
に
獣
狘
ず
。
亀
以
て
畜
と
為
り
、
故
に
人
情
失
わ
ず
。
故
に
先
王
蓍

亀
を
秉
り
、
祭
祀
に
瘞（
※
埋
め
る
た
め
の
犠
牲
）繒（
※
布
帛
）を
列
べ
、・・

（
以
下
略
）」

と
あ
り
、
亀
は
麟
・
鳳
・
龍
と
並
ん
で
聖
人
の
畜
で
あ
る
「
四
霊
」
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
龍
・
鳳
・
麟
が
魚
類
・
鳥
類
・
獣
類
の
長
と
し
て

そ
れ
ら
を
静
め
る
役
を
担
う
の
と
異
な
り
、
亀
は
人
の
性
情
を
知
る
が
ゆ
え
に
、

蓍
と
と
も
に
古
来
祭
祀
に
列
べ
ら
れ
た
と
い
う
。
先
史
よ
り
亀
は
文
字
を
刻
む
素

材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ほ
か
、
後
述
す
る
よ
う
に
殷
代
に
は
青
銅
器
の
蓋
や
底
に

象
ら
れ
て
い
る
。
他
の
四
霊
と
は
異
な
り
、
亀
に
は
早
く
か
ら
人
の
性
情
や
生
命
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に
益
す
る
神
性
が
付
与
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
史
記
』
亀
策
列
伝
に
見
ら
れ
る
「
千
歳
に
し
て
蓮
葉
の
上
に
遊
ぶ
亀
」
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
文
献
に
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
説
苑
』（
前
漢
・
劉
向
編
）「
霊
亀
の
文
は
五
色
に
し
て
、
玉
に
似
、
金
に

似
る
。
陰
に
背
き
陽
に
向
い
、
上
は
隆
く
天
に
象
り
、
下
は
平
た
く
地
に
法

り
、
槃
衍
し
て
山
に
象
る
。
四
趾
は
転
運
し
て
四
時
に
応
じ
、
文
著
は

二
十
八
宿
に
象
る
」

『
洞
冥
記
』（
後
漢
・
郭
憲
）「
黄
安
は
代
郡
の
人
な
り
。
代
郡
の
卒
と
為
る
。・・

（
中
略
）・
・
時
人
黄
安
の
年
八
十
余
ば
か
り
と
謂
う
も
、
視
れ
ば
童
子
の
如

し
。
常
に
朱
砂
を
服
と
し
、
挙
体
皆
赤
く
、
冬
も
裘
を
着
ず
、
一
神
亀
に
坐

す
。
廣
さ
二
尺
。
人
の
子
に
問
う
あ
り
。
此
の
亀
に
坐
し
て
幾
年
ぞ
、
と
。

対
え
て
曰
く
、
昔
伏
羲
始
め
て
網
罟
を
造
り
、
此
の
亀
を
獲
え
て
以
て
吾
に

授
く
。
吾
亀
の
背
に
坐
し
、
已
に
平
ぐ
。
此
の
蟲
日
月
の
光
を
畏
れ
、
二
千

歳
に
即
き
一
た
び
頭
を
出
す
。
吾
此
の
亀
に
坐
し
、
已
に
五
た
び
頭
を
出
す

を
見
る
、
と
」

『
抱
朴
子
』
内
篇
・
対
俗
（
東
晋
・
葛
洪
）「
玉
策
記
に
曰
く
、
千
歳
の
亀
は

五
色
具
わ
ら
ん
。
其
の
額
上
の
両
骨
は
起
つ
こ
と
角
に
似
、
人
の
言
を
解

す
。
蓮
葉
の
上
に
浮
き
、
或
は
叢
蓍
の
下
に
在
り
、
其
の
上
時
に
白
雲
蟠
蛇

す
る
あ
り
。
千
歳
の
鶴
は
時
に
随
い
て
鳴
き
、
能
く
木
に
登
り
、
其
の
未
だ

千
載
な
ら
ざ
る
は
、
終
に
樹
上
に
集
わ
ざ
る
な
り
。
色
は
純
白
に
し
て
脳
は

尽
く
丹
と
成
る
」

亀
は
千
歳
に
な
る
と
五
色
が
備
わ
っ
て
蓮
葉
の
上
に
遊
ぶ
霊
亀
と
呼
ば
れ
、
万

歳
に
な
る
と
神
亀
と
呼
ば
れ
た
と
知
ら
れ
る
。『
説
苑
』
に
「
玉
に
似
、
金
に
似
」

て
「
上
は
隆
く
天
に
象
り
、
下
は
平
た
く
地
に
法
り
、
槃
衍
し
て
山
に
象
る
」
と

述
べ
ら
れ
る
霊
亀
の
特
徴
は
、『
史
記
』
封
禅
書
の
「
其
の
物
・
禽
・
獣
は
尽
く

白
く
、
黄
金
・
銀
は
宮
闕
を
為
る
」
や
、『
楚
辞
』
天
問
篇
の
「
鼇
山
を
戴
き
て

抃
つ
」
に
も
通
じ
て
い
る
。
梁
・
任
昉
の
『
述
異
記
』
は
、

「
亀
は
一
千
年
に
し
て
毛
を
生
じ
、
寿
五
千
歳
な
る
は
之
を
神
亀
と
謂
い
、

寿
万
年
な
る
は
霊
亀
と
曰
う
」

と
述
べ
、
亀
は
五
千
歳
に
な
る
と
神
亀
、
万
歳
に
な
る
と
霊
亀
と
呼
ば
れ
る
と
い

う
が
、
上
記
の
文
献
と
は
食
い
違
っ
て
い
る
。

以
上
の
文
献
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
の
は
、『
列
子
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
な

鼇
が
五
山
を
戴
く
逸
話
と
は
異
な
り
、
仙
（
神
）
山
と
言
え
ば
原
則
と
し
て
蓬
莱
・

方
丈
・
瀛
洲
の
三
山
を
指
し
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
亀
が
仙
山
に
生
息
し
、
亀

の
姿
か
ら
天
地
や
仙
岳
を
連
想
し
、
鼇
が
仙
山
を
背
負
う
と
い
う
よ
う
な
思
想
が

た
し
か
に
前
漢
時
代
に
は
存
在
し
、
と
く
に
武
帝
期
に
は
蓬
莱
へ
の
信
仰
が
高

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

２

蓬
莱
信
仰
に
関
す
る
考
古
・
美
術
資
料

『
列
子
』
に
見
ら
れ
る
岱
輿
・
員
嶠
・
方
壺
・
瀛
洲
・
蓬
莱
の
五
山
を
巨
鼇

十
五
匹
が
三
交
代
で
載
せ
た
と
い
う
具
体
的
な
記
述
は
や
は
り
漢
代
の
思
想
と
し

て
は
受
け
入
れ
難
く
、
前
漢
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
戦
国
時
代

か
ら
秦
始
皇
帝
の
頃
に
は
蓬
莱
・
方
丈
・
瀛
洲
の
三
神
山
が
東
方
の
海
中
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
前
漢
武
帝
の
頃
に
な
る
と
、
三
神
山
の
う
ち
の
蓬



（1

願
忠
然
壅
塞
而
不
徹
」）
と
銘
が
あ
り
（
図
１
―
１
）、
武
帝
の
諱
で
あ
る
「
徹
」

を
避
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
武
帝
即
位
（
前
一
四
一
年
）
以
前
に
つ
く
ら
れ
た

と
知
ら
れ
る
。
銘
帯
の
外
側
三
方
に
聳
え
る
山
岳
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
龍
に
よ
っ

て
紋
様
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
崑
崙
山
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
［
岡
村
二
〇
〇
九
、二
〇
一
七
］。

そ
の
山
岳
表
現
は
、
平
彫
式
に
表
現
さ
れ
る
龍
紋
の
特
徴
に
よ
っ
て
前
２
世
紀

初
頭
に
遡
る
湖
南
省
長
沙
労
働
路
賀
龍
体
育
場
３
号
墓
出
土
鏡
［
長
沙
市
博
物
館

二
〇
一
〇
］、
さ
ら
に
戦
国
式
の
細
紋
を
地
紋
と
す
る
長
沙
裕
湘
紗
廠
1（
号
墓
出

土
鏡
［
湖
南
省
博
物
館
ほ
か
二
〇
〇
〇
］
に
早
く
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
い
る
（
図
１

―
２
・
３
）。
鏡
背
図
像
の
崑
崙
表
現
は
、
馬
王
堆
１
号
墓
の
朱
地
彩
絵
棺
に
先
行

す
る
よ
う
で
あ
る
。

鄭
王
荘
（（
号
墓
出
土
の
蟠
螭
紋
鏡
で
山
岳
を
あ
ら
わ
す
紋
様
は
、
前
漢
鏡
研
究

に
お
い
て
「
草
葉
紋
a
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
蕾
状
の
紋
様
か
ら
麦
穂
の
芽
が
成

長
し
た
よ
う
な
「
草
葉
紋
b
」、
さ
ら
に
麦
穂
状
の
部
分
だ
け
に
な
っ
た
「
草
葉

紋
c
」
へ
の
変
化
が
想
定
さ
れ
て
い
る
［
岡
村
一
九
八
四
］。
前
漢
時
代
に
は
、

そ
れ
ら
の
草
葉
紋
を
主
紋
と
す
る
草
葉
紋
鏡
と
呼
ば
れ
る
一
群
が
あ
り
、
さ
ら
に

蟠
螭
紋
鏡
と
草
葉
紋
鏡
の
要
素
を
融
合
し
た
螭
龍
紋
鏡
が
つ
く
ら
れ
た
。
初
期
の

螭
龍
紋
鏡
は
陝
西
省
の
眉
県
常
興
漢
墓
に
見
ら
れ
［
陝
西
省
考
古
研
究
所
宝
鶏
工

作
站
ほ
か
一
九
八
九
］、
蟠
螭
紋
鏡
と
同
じ
三
弦
鈕
に
主
紋
の
龍
、
草
葉
紋
鏡
と

同
じ
方
格
鈕
座
と
そ
の
四
角
か
ら
伸
び
る
草
葉
紋
、
連
弧
縁
を
特
徴
と
す
る
（
図

１
―
４
）。「
草
葉
紋
b
」
の
特
徴
か
ら
、
制
作
年
代
は
鄭
王
荘
（（
号
墓
出
土
鏡
よ

り
も
下
り
、
武
帝
の
即
位
す
な
わ
ち
前
一
四
一
年
以
降
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

西
安
鄭
王
村
１
３
５
号
墓
出
土
鏡
や
尤
家
荘
（（
号
墓
出
土
鏡
で
は
［
程
・
韓

二
〇
〇
二
］、
草
葉
紋
鏡
の
乳
の
表
現
を
受
け
継
ぎ
、
鈕
が
三
弦
か
ら
獣
面
へ
と

変
わ
っ
て
い
る
（
図
２
―
１
）。
獣
鈕
も
、
南
陽
一
中
４
１
３
号
墓
出
土
鏡
［
南

莱
へ
の
信
仰
が
高
ま
り
、
蓬
莱
が
東
方
海
中
の
仙
山
を
代
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
。

始
皇
帝
か
ら
武
帝
に
至
る
ま
で
の
約
百
五
十
年
の
間
に
仙
岳
信
仰
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
れ
を
文
献
か
ら
知
る
の
は
困
難
だ
が
、
こ
の
間
に
登

場
す
る
仙
岳
の
図
像
が
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
資
料
の
年
代
に
注
意
し
な
が

ら
図
像
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
、
背
景
と
な
る
思
想
の
変
化
を
探
っ
て
み
た

い
。

（
１
）
星
雲
紋
鏡
と
い
わ
ゆ
る
博
山
炉

前
漢
前
期
を
代
表
す
る
湖
南
省
の
長
沙
馬
王
堆
２
号
墓
は
、
紀
元
前
一
八
六
年

に
亡
く
な
っ
た
軑
侯
利
蒼
の
墓
と
知
ら
れ
、
そ
の
夫
人
の
墓
で
あ
る
１
号
墓
は
埋

葬
年
代
が
前
一
六
八
年
を
い
く
ら
か
下
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
馬
王
堆
１
号
墓

に
納
め
ら
れ
た
朱
地
彩
絵
棺
の
左
側
面
に
は
、
中
央
に
山
岳
、
そ
の
両
側
に
龍
、

龍
の
背
に
は
鳳
凰
や
鹿
な
ど
の
神
獣
を
配
す
る
図
が
描
か
れ
て
お
り
、『
楚
辞
』

や
『
淮
南
子
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
大
地
の
中
央
に
聳
え
て
天
と
地
を
つ
な
ぐ

崑
崙
山
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
弱
水
を
渡
す
龍
を
描
い
て
い
る
と
考
証
さ
れ
て
い
る

［
曾
布
川
一
九
七
九
］。

前
漢
前
期
を
代
表
す
る
鏡
の
ひ
と
つ
蟠
螭
紋
鏡
は
、
前
漢
前
期
の
馬
王
堆
１
号

墓
の
ほ
か
、
埋
葬
年
代
が
秦
始
皇
三
十
年
（
前
二
一
七
）
か
そ
の
直
後
の
頃
と
知

ら
れ
る
雲
夢
睡
虎
地
11
号
墓
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら（

（
（

、
遅
く
と
も
秦
代

に
は
す
で
に
製
作
さ
れ
、
前
漢
中
期
の
前
一
三
〇
年
頃
ま
で
つ
く
り
続
け
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
［
岡
村
一
九
八
四
］。
陝
西
省
の
西
安
鄭
王
荘
（（
号
墓
か
ら

出
土
し
た
蟠
螭
紋
鏡
に
は
［
程
・
韓
二
〇
〇
二
］、
鈕
座
の
外
側
に
「
内
は
清
質

に
し
て
以
て
昭
明
、
光
輝
は
夫
の
日
月
に
象
た
り
。
心
は
忽
穆
と
し
て
忠
を
願

う
。
然
れ
ど
も
壅
塞
し
て
徹
ら
ず
」（「
内
清
質
以
昭
明
光
輝
象
夫
日
月
心
忽
穆
而



（（

陽
市
文
物
考
古
研
究
所
二
〇
一
二
］
な

ど
の
草
葉
紋
鏡
に
先
行
す
る
例
を
確
か

め
ら
れ
（
図
２
―
２
）、
そ
こ
で
は
四

角
に
手
足
、
四
方
に
方
格
に
伸
び
る
三

本
線
が
表
現
さ
れ
る
。
方
格
鈕
座
の
外

側
に
は
い
わ
ゆ
る
「
方
格
規
矩
（
Ｔ
Ｌ

Ｖ
）
紋
」
す
な
わ
ち
天
を
支
え
る
「
四

極
」
と
柱
、
東
西
・
南
北
を
結
ぶ
縄
の

糸
巻
き
、
天
と
地
を
つ
な
ぎ
留
め
る
鈎

の
表
現
が
あ
り
［
林
一
九
七
三
］、
ど

う
や
ら
こ
の
獣
は
天
の
中
心
に
居
座
っ

て
い
る
ら
し
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
、『
淮
南
子
』
墬
形

訓
に
、「

昆
侖
（
崑
崙
）
の
丘
、
或
は
上

る
こ
と
之
に
倍
す
れ
ば
、
是
涼
風

の
山
と
謂
い
、
之
に
登
れ
ば
死
せ

ず
。
或
は
上
る
こ
と
之
に
倍
す
れ

ば
、
是
を
県
圃
と
謂
い
、
之
に
登

れ
ば
乃
ち
霊
、
能
く
風
雨
を
使

う
。
或
は
上
る
こ
と
之
に
倍
す
れ

ば
、
乃
ち
維
れ
上
天
に
し
て
、
之

に
登
れ
ば
乃
ち
神
、
是
太
帝
の
居

と
謂
う
」

図１ 秦・漢鏡の山岳表現（草葉紋）
1.西安鄭王荘（（号墓 （.長沙労働路賀龍体育場３号墓 （.長沙裕湘紗廠1（号墓 （.眉県常興漢墓



（（

と
あ
り
、
方
格
規
矩
紋
に
よ
り
抽
象
化

さ
れ
た
天
の
中
心
に
居
座
る
獣
の
正
体

が
太
帝
（
天
帝
・
太
一
）
で
あ
る
と
知

ら
れ
る（

（
（

。
草
葉
紋
鏡
や
螭
龍
紋
鏡
の
図

像
は
、
太
帝
の
居
所
を
あ
ら
わ
す
鈕
を

中
心
に
、
方
形
の
大
地
と
そ
こ
に
聳
え

て
天
と
地
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
崑

崙
山
、
そ
の
先
の
上
天
の
世
界
を
表
現

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
螭
龍
紋
鏡
の

龍
は
、
も
と
は
蟠
螭
紋
鏡
の
龍
、
す
な

わ
ち
崑
崙
の
周
り
で
弱
水
を
渡
す
龍
で

あ
っ
た
が
、
鄭
王
村
１
３
５
号
墓
出
土

鏡
や
尤
家
荘
（（
号
墓
出
土
鏡
の
龍
は
草

葉
紋
で
は
な
く
乳
の
間
に
配
さ
れ
て
お

り
、
馬
王
堆
３
号
墓
帛
画
に
見
ら
れ
る

太
帝
（
太
一
）
の
使
い
の
青
龍
・
黄
龍

な
ど
と
同
じ
性
質
を
も
つ
龍
と
し
て
あ

ら
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る（

（
（

。

四
川
省
成
都
羊
子
山
出
土
の
螭
龍
紋

鏡
は
［
四
川
省
博
物
館
ほ
か
一
九
六
〇
］、

手
足
の
表
現
を
失
っ
た
獣
鈕
の
周
り
に

輻
射
紋
を
入
れ
る
円
形
鈕
座
と
連
弧
紋

座
を
配
し
、
龍
の
間
の
乳
の
周
り
に
こ

れ
ま
で
鈕
座
に
見
ら
れ
た
四
葉
紋
座
が

図２ 前漢鏡の獣鈕と連峰鈕
1.西安鄭王村1（（号墓 （.南陽一中 （1（号墓 （.成都羊子山 （.長沙杜家坡微波総站２号墓
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炉
の
「
山
」
は
蓬
莱
で
あ
り
、
同
じ
時
期
に
つ
く
ら
れ
た
星
雲
紋
鏡
の
鈕
に
象
ら

れ
る
連
峰
も
、
蓬
莱
、
あ
る
い
は
蓬
莱
を
含
む
東
方
海
中
の
山
々
を
あ
ら
わ
す
と

見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

星
雲
紋
鏡
は
、
螭
龍
紋
鏡
、
も
と
を
た
ど
れ
ば
蟠
螭
紋
鏡
や
草
葉
紋
鏡
か
ら
変

化
し
て
き
た
鏡
で
あ
り
な
が
ら
、
鈕
、
す
な
わ
ち
鏡
の
中
心
に
位
置
す
る
の
は
四

葉
紋
（
蓮
華
紋
）
や
獣
鈕
で
は
な
く
、
大
地
に
聳
え
る
仙
岳
に
な
っ
て
い
る
。
鏡

の
中
心
が
天
の
中
心
で
は
な
く
大
地
の
中
心
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大

き
な
画
期
で
あ
る
。
星
雲
紋
鏡
や
い
わ
ゆ
る
博
山
炉
の
出
現
の
背
景
に
は
武
帝
期

の
蓬
莱
信
仰
の
高
ま
り
が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
亀
が
関
与
し
は
じ
め
る
の
も
、
こ

の
時
期
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
よ
う
。

（
２
）
亀
の
図
像
、
亀
に
象
る
器

武
帝
期
に
つ
く
ら
れ
た
博
山
炉
で
は
、
亀
の
背
に
鳳
が
止
ま
り
、
そ
の
鳳
が
喙

で
仙
山
の
台
座
を
支
え
て
い
る
。
よ
く
似
た
例
に
前
漢
中
期
と
報
告
さ
れ
る
安
徽

省
天
長
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
銅
灯
が
あ
り
［
天
長
市
文
物
管
理
所
ほ
か

二
〇
〇
六
］、
そ
こ
で
は
亀
の
背
に
降
り
立
っ
た
鳳
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
（
図

３
―
２
）。

漢
代
に
は
、
先
に
『
礼
記
』
礼
運
に
見
た
あ
ら
ゆ
る
生
物
を
統
べ
る
「
四
霊
」

の
う
ち
の
二
種
を
組
み
合
わ
せ
た
器
物
・
図
像
が
多
い
。
例
え
ば
、
陝
西
省
成
県

で
発
見
さ
れ
、
建
寧
四
年
（
一
七
一
）
の
年
号
が
刻
ま
れ
た
こ
と
で
著
名
な
李
翕

碑
に
は
、
甘
露
・
嘉
禾
・
木
連
理
な
ど
の
吉
祥
図
と
と
も
に
黄
龍
と
白
鹿
の
図
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
四
霊
に
則
せ
ば
、
龍
と
麟
の
属
（
麟
は
『
説
文
解
字
』
に
よ
れ

ば
「
大
牝
鹿
」）
の
み
を
刻
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

あ
る
い
は
、
泉
屋
博
古
館
が
蔵
す
る
羽
紋
盒
（
盦
）
は
、
蓋
上
に
大
き
く
蓮
華

を
あ
し
ら
い
、
そ
の
隙
間
に
一
対
の
鳳
凰
と
麒
麟
の
像
を
刻
ん
で
い
る
［
石
谷

加
わ
っ
て
い
る
（
図
２
―
３
）。
四
葉
紋
は
葉
の
両
端
を
内
側
に
巻
き
込
む
本
来

の
形
（
四
葉
紋
a1
）
か
ら
葉
の
両
端
が
独
立
し
て
珠
紋
状
に
な
っ
た
形
（
四
葉
紋

a（
）
へ
と
変
わ
っ
て
お
り
、
青
銅
器
や
漆
器
の
紀
年
銘
か
ら
被
葬
者
が
元
鼎
四
年

（
前
一
一
三
）
に
没
し
た
と
知
ら
れ
る
河
北
省
の
満
城
陵
山
１
号
墓
出
土
の
草
葉

紋
鏡
な
ど
と
同
じ
く
［
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
ほ
か
一
九
八
〇
］、
前
二

世
紀
末
頃
に
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
手
足
の
な
い
獣
鈕
が
中
心
の
山
の
周
り
に
六
つ
の
連
峰
が
渦
巻
く
形
に
変

化
し
、
龍
の
目
や
体
躯
が
乳
や
曲
線
へ
と
変
化
し
て
、
天
に
輝
く
星
々
と
そ
の
周

囲
を
め
ぐ
る
雲
気
を
あ
ら
わ
す
象
徴
的
な
図
像
に
転
じ
た
の
が
星
雲
紋
鏡
で
あ
る

（
図
２
―
４
）。
前
二
世
紀
末
頃
か
ら
前
一
世
紀
中
頃
、
武
帝
の
後
半
期
か
ら
宣
帝

期
に
か
け
て
制
作
・
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
［
岡
村
一
九
八
四
・
石
谷

二
〇
一
九
a
］。

星
雲
紋
鏡
の
鈕
は
、「
博
山
炉
鈕
」
と
も
呼
ば
れ
［
孔
・
劉
一
九
八
四
、六
四
頁
］、

同
じ
く
前
二
世
紀
末
頃
に
現
れ
た
い
わ
ゆ
る
博
山
炉
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
る
。

博
山
炉
は
、
宋
・
呂
大
臨
の
『
考
古
図
』
に
「
博
山
香
炉
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

と
か
ら
そ
の
呼
称
が
通
用
し
て
い
る
が
、「
博
山
」
と
い
う
山
に
象
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
山
西
省
朔
県
や
河
南
省
三
門
峡
の
前
漢
墓
、
江
西
省
の
南
昌
の
海
昏
侯

劉
賀
墓
で
は
、
這
い
つ
く
ば
る
亀
の
上
で
鳳
が
炉
柱
を
喙
に
加
え
て
山
岳
を
支
え

て
お
り
［
平
朔
考
古
隊
一
九
八
七
、三
門
峡
市
文
物
考
古
研
究
所
二
〇
〇
六
、
江

西
省
文
物
考
古
研
究
院
ほ
か
二
〇
一
八
］、『
楚
辞
』
や
『
列
子
』
に
述
べ
ら
れ
る

「
山
」
を
背
負
う
鼇
を
想
起
さ
せ
る
（
図
３
―
１
）。
そ
の
「
山
」
が
ど
ん
な
山
で

あ
る
か
は
博
山
炉
の
形
や
図
像
か
ら
は
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
上
述
し
た
『
史

記
』
封
禅
書
・
前
一
三
三
年
の
李
少
君
の
言
に
「
寿
を
益
せ
ば
海
中
蓬
莱
の
僊
者

見
る
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
前
二
世
紀
末
頃
、
武
帝
の
後
半
期
に
は
蓬
莱
へ
の

信
仰
が
方
士
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
出
現
年
代
か
ら
推
し
て
、
博
山
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図３ 前漢時代の亀に象る器
1.朔県 博山炉 （.天長 銅灯 （.朔県 亀形鎮

図４ 亀の図像
1.鄭州商城 陶亀 （.信陽羅山後李村11号墓 卣底裏 （.沂南北寨墓中室八角柱西面図
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二
〇
一
九
b
、
図
版
二
〇
］。
後
漢
・
王
充
の
『
論
衡
』
講
瑞
に
、

「
鳳
皇
・
麒
麟
は
、
太
平
の
瑞
な
り
。
太
平
の
際
に
来
至
す
る
を
見
る
な
り
。

然
れ
ど
も
亦
た
未
だ
太
平
な
ら
ず
し
て
来
至
す
る
あ
る
な
り
。・・（
中
略
）・・

如
し
以
て
光
武
に
聖
徳
あ
る
に
自
為
り
て
来
た
れ
ば
、
是
れ
則
ち
聖
王
始
生

の
瑞
に
し
て
、
太
平
に
応
じ
る
為
な
ら
ざ
る
な
り
。
瑞
を
嘉
す
か
太
平
に
応

じ
る
か
、
或
い
は
始
生
が
為
か
、
其
の
実
は
知
り
難
し
。
獨
り
太
平
の
際
を

以
て
之
が
験
と
す
る
は
如
何
」

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
代
に
は
鳳
凰
と
麒
麟
は
と
も
に
太
平
や
始
生
の
瑞
祥

と
信
じ
ら
れ
た
。
泉
屋
博
古
館
の
盒
の
類
例
が
広
西
省
の
合
浦
母
猪
嶺
漢
墓
出
土

品
に
あ
り
［
広
西
合
浦
県
博
物
館
二
〇
〇
七
］、
そ
れ
と
組
み
合
わ
さ
る
盤
に
は

鳳
凰
や
麒
麟
の
ほ
か
に
群
鳥
や
天
馬
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
盒
の
蓋
の
外
周
の
山
並

み
表
現
や
盤
の
外
区
四
方
の
天
を
支
え
る
樹
木
の
表
現
か
ら
、
そ
の
中
心
は
四
霊

の
住
む
天
上
世
界
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
読
み
と
れ
る
。

よ
っ
て
博
山
炉
に
見
ら
れ
る
亀
も
、
仙
山
と
の
関
係
に
注
目
す
る
と
『
楚
辞
』

や
『
列
子
』
に
出
て
く
る
「
鼇
」
に
比
定
し
た
く
な
る
が
、
鳳
と
の
関
係
か
ら
し

て
四
霊
の
亀
と
鳳
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
る
方
が
合
理
的
で
あ
る
。『
詩
経
』

大
雅
に
、

「
鳳
皇
于
に
飛
ぶ
。
翽
翽
た
る
其
の
羽
。
亦
集
ま
り
て
爰
に
止
ま
る
。
藹
藹

と
し
て
王
に
吉
士
多
し
」

と
謳
わ
れ
る
よ
う
に
、
飛
来
し
て
止
ま
る
鳳
凰
は
吉
祥
と
捉
え
ら
れ
た
。
そ
の
鳳

凰
が
亀
の
背
に
止
ま
る
理
由
は
、
そ
れ
が
四
霊
の
亀
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

前
漢
武
帝
期
に
は
、
博
山
炉
が
出
土
し
た
朔
県
漢
墓
か
ら
亀
形
の
鎮
の
出
土
も

確
認
で
き
る
（
図
３
―
３
）。
先
に
見
た
『
説
苑
』
に
、
霊
亀
は
五
色
の
紋
様
が

施
さ
れ
、
玉
や
金
に
よ
っ
て
象
ら
れ
た
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
青
銅
の
部
分
に

は
鍍
金
し
た
う
え
で
赤
や
緑
の
彩
色
を
施
し
、
甲
羅
に
は
虎
斑
貝
を
嵌
め
こ
ん
で

い
る
。「
上
は
隆
く
天
に
象
り
、
下
は
平
た
く
地
に
法
り
、
槃
衍
し
て
山
に
象
る
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
千
歳
に
な
っ
た
霊
亀
は
天
地
を
表
象
し
、
そ
の
歩
行
す
る

様
は
山
岳
に
見
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
四
霊
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る

亀
を
山
と
結
び
つ
け
る
思
想
が
た
し
か
に
存
在
し
た
。

遡
れ
ば
、
二
里
崗
上
層
文
化
期
の
都
・
鄭
州
で
は
陶
製
の
亀
が
つ
く
ら
れ
て
お

り
（
図
４
―
１
）、
殷
後
期
に
は
同
じ
く
河
南
省
の
信
陽
羅
山
後
李
村
11
号
墓
出

土
の
卣（
図
４
―
２
）な
ど
、
蓋
や
底
裏
に
亀
の
形
を
鋳
込
む
青
銅
器
が
あ
る［
河

南
省
文
物
考
古
研
究
所
一
九
九
三
、
李
二
〇
一
八
］。
亀
は
殷
代
に
は
す
で
に
神

聖
な
生
物
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、『
礼
記
』
礼
運
に
亀
は
蓍
と

と
も
に
祭
祀
犠
牲
と
し
て
埋
め
ら
れ
た
と
言
う
よ
う
に
、
そ
の
思
想
は
漢
代
ま
で

継
承
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、『
礼
記
』礼
運
に
述
べ
ら
れ
る
亀
が
人
の
性
情
を
知
る
と
い
う
性
質
は
、

そ
れ
ぞ
れ
鳥
類
・
魚
類
・
獣
類
の
長
た
る
鳳
・
龍
・
麟
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。『
史

記
』
亀
策
列
伝
に
、
江
傍
の
家
人
は
常
に
亀
を
飲
食
に
供
し
て
養
老
し
た
と
述
べ

ら
れ
る
よ
う
に
、
亀
に
は
他
の
四
霊
の
よ
う
な
瑞
を
告
げ
る
役
割
で
は
な
く
、
不

老
長
生
を
も
た
ら
す
働
き
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
亀
は
見
た
目
の
特
徴
か
ら
仙
山

を
連
想
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
滋
養
強
壮
の
性
質
に
よ
っ
て
昇
仙
思
想
と
結
び
つ

け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

後
漢
後
期
と
さ
れ
る
山
東
省
の
沂
南
北
寨
墓
の
中
室
八
角
柱
西
面
に
は
［
南
京

博
物
院
ほ
か
一
九
五
六
］、
亀
が
両
手
と
鼻
先
で
三
尖
形
の
山
を
支
え
る
図
が
刻

ま
れ
る
（
図
４
―
３
）。
亀
が
直
接
山
を
支
え
る
稀
有
な
例
で
あ
り
、
中
央
の
峰
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二

唐
鏡 

―
蓬
莱
信
仰
の
継
承

隋
・
唐
は
、
建
国
者
が
鮮
卑
系
拓
跋
氏
に
連
な
る
非
漢
民
族
王
朝
で
あ
っ
た
が
、

南
北
朝
時
代
以
前
の
中
国
の
伝
統
を
重
視
し
、
胡
漢
一
体
の
新
た
な
政
治
・
文
化

を
つ
く
り
あ
げ
た
。
そ
れ
は
鏡
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
隋
初
期
の
四
神
十
二
生

肖
紋
鏡
は
内
区
に
四
神
や
神
獣
、
内
区
外
周
や
外
区
に
十
二
支
を
配
し
、
北
朝
の

神
獣
紋
鏡
の
要
素
を
色
濃
く
残
し
て
お
り
、
つ
づ
く
方
格
規
矩
四
神
紋
鏡
は
漢
魏

の
そ
れ
を
模
倣
す
る
意
図
が
明
白
で
あ
る
。

唐
前
半
（
初
唐
：
六
一
八
―
六
八
三
年
～
盛
唐
前
半
：
六
八
四
―
七
〇
〇
年
頃
）

の
代
表
的
な
鏡
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
海
獣
葡
萄
紋
鏡
は
、
獅
子
や
葡
萄
な
ど
の
西
域

か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
要
素
を
図
像
に
加
え
、
自
由
で
写
実
的
、
精
新
で
優
雅
な
様

式
と
言
い
表
さ
れ
る
が
［
孔
・
劉
一
九
八
四
、一
七
四
頁
］、
唐
後
半
（
盛
唐
後
半
：

七
〇
〇
―
七
五
五
年
頃
～
中
唐
：
七
五
六
―
八
二
六
年
～
晩
唐
：
八
二
七
―

九
〇
七
年
）
に
つ
く
ら
れ
る
稜
花
形
や
葵
花
形
の
鏡
の
な
か
に
は
、
漢
鏡
の
復
古

的
要
素
を
も
つ
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
か
ら
、
こ
こ
で
は
高
士
弾
琴
紋

鏡
と
そ
の
流
れ
を
汲
む
い
く
つ
か
の
鏡
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
の
図
像
中
に
見
ら
れ

る
蓬
莱
と
亀
と
の
関
係
を
探
っ
て
み
た
い
。

１

高
士
弾
琴
紋
鏡
の
図
像
に
つ
い
て

神
話
伝
承
や
民
間
故
事
な
ど
を
題
材
と
す
る
神
仙
人
物
故
事
鏡
と
括
ら
れ
る
一

群
の
な
か
に
、
高
士
弾
琴
紋
鏡
、
あ
る
い
は
伯
牙
弾
琴
紋
鏡
と
呼
ば
れ
る
鏡
群
が

あ
る
。
画
面
下
部
の
池
に
蓮
が
生
え
、
蓮
の
葉
の
上
に
乗
る
亀
が
鏡
の
鈕
を
な

す
。
鈕
の
左
側
に
は
竹
林
の
な
か
で
座
し
て
琴
を
弾
く
人
物
が
お
り
、
鈕
の
右
側

に
は
樹
木
の
下
で
岩
礁
に
鳳
凰
が
止
ま
っ
て
い
る
。
画
面
上
部
に
は
雲
間
に
半
月

は
高
く
伸
び
て
華
蓋
の
下
に
座
す
神
を
載
せ
、
左
右
の
峰
に
は
羽
の
生
え
た
神
が

座
る
。
中
央
の
神
は
、
東
面
の
男
神
と
の
対
比
か
ら
、
西
王
母
と
み
な
さ
れ
て
お

り
［
曾
布
川
一
九
七
九
］、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
中
央
の
山
は
崑
崙
山
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
山
を
支
え
る
亀
は
鼇
に
あ
た
り
、
古
く
は
大
地
全
体
を
載
せ
る
と
考

え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
が
［
小
南
一
九
七
四
］、
亀
が
支
え
る
の
は
西
面
の
崑
崙

の
み
で
、
東
面
の
蓬
莱
の
下
に
は
亀
が
い
な
い
。
崑
崙
を
支
え
る
亀
が
鼇
で
は
な

い
と
す
る
明
確
な
根
拠
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
列
子
』
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う

な
東
海
の
五
山
を
背
負
う
と
い
う
具
体
的
な
役
割
を
も
っ
た
亀
で
は
な
く
、
亀
と

山
と
の
結
び
つ
き
、
あ
る
い
は
亀
と
昇
仙
思
想
と
の
結
び
つ
き
を
図
化
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

以
上
の
文
献
、
お
よ
び
亀
に
関
係
す
る
図
像
や
器
物
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
亀

を
神
聖
な
生
物
と
し
て
崇
め
、
不
老
長
生
の
働
き
を
期
待
す
る
こ
と
は
殷
代
に
は

す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
亀
と
仙
山
と
を
結
び
つ
け
る
思
想

は
、
少
な
く
と
も
実
物
資
料
で
は
前
漢
武
帝
期
に
至
る
ま
で
確
か
め
ら
れ
な
い
。

武
帝
期
に
つ
く
ら
れ
た
星
雲
紋
鏡
や
博
山
炉
は
蓬
莱
信
仰
の
高
ま
り
を
う
け
て
仙

山
が
具
現
化
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
亀
が
付
随
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
四
霊

の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
亀
に
不
老
長
生
の
働
き
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
姿
か
た
ち

が
仙
山
を
連
想
さ
せ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。『
列
子
』
に
見
ら
れ
る
鼇
が
蓬
莱
を
含

む
五
山
を
背
負
う
と
い
う
逸
話
も
、
武
帝
期
以
降
の
蓬
莱
信
仰
の
高
ま
り
が
影
響

し
て
具
体
性
を
帯
び
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
成
立
を
前
漢
以
前

に
遡
ら
せ
う
る
根
拠
は
存
在
せ
ず
、
早
く
と
も
後
漢
後
期
、
遅
け
れ
ば
後
漢
末
か

ら
六
朝
の
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く
成
立
し
た
と
考
え
る
。
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が
顔
を
覗
か
せ
る
（
図
５
―
１
）。

制
作
年
代
は
詳
ら
か
で
な
く
、
河
南
省
の
偃
師
杏
園
Ｙ
Ｈ
３
号
墓（
竇
承
家
墓
）

に
至
徳
元
年
（
七
五
六
）
の
墓
誌
が
と
も
な
う
が
［
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究

所
二
〇
〇
一
］、
当
該
鏡
は
夫
婦
合
葬
墓
の
婦
人
に
と
も
な
う
後
葬
と
考
え
ら
れ
、

七
六
三
年
以
降
に
下
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
［
西
村
二
〇
一
一
］。
西
村
氏
は
紋

様
表
現
に
よ
る
細
分
を
行
っ
た
う
え
で
、
他
鏡
式
と
の
紋
様
要
素
の
比
較
か
ら
、

高
士
弾
琴
紋
鏡
は
八
世
紀
第
２
四
半
期
か
ら
第
３
四
半
期
に
か
け
て
変
遷
し
た
と

見
積
も
っ
て
い
る
。
葵
花
形
の
鏡
の
出
現
が
、
や
は
り
紀
年
墓
誌
を
と
も
な
う
偃

師
杏
園
一
一
三
七
号
墓
（
盧
氏
墓
）
出
土
の
対
鳥
紋
鏡
（
開
元
十
年
：
七
二
二
）

や
同
二
六
〇
三
号
墓
（
李
景
由
墓
）
出
土
の
雲
龍
紋
鏡
（
開
元
二
十
六
年
：

七
三
八
）
の
存
在
に
よ
っ
て
八
世
紀
第
１
四
半
期
か
ら
第
２
四
半
期
に
か
け
て
に

あ
っ
た
と
確
か
め
ら
れ
る
か
ら
、
高
士
弾
琴
紋
鏡
の
出
現
年
代
と
し
て
は
七
二
〇

年
～
七
三
〇
年
頃
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
盧
氏
墓
出
土
の
対
鳥
紋
鏡
と

は
、
画
面
下
部
に
蓮
の
図
様
を
置
く
点
で
も
関
連
性
が
見
え
る
。

高
士
弾
琴
紋
鏡
の
図
像
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
様
々
に
分
類
さ
れ
て
き
た
が

［
徐
一
九
九
四
、
植
松
一
九
九
九
、
西
村
二
〇
一
一
］、
画
面
上
部
に
雲
山
半
月
紋

の
み
を
ゆ
っ
た
り
と
施
す
い
わ
ゆ
る
伯
牙
弾
琴
紋
鏡
、
雲
山
の
下
に
銘
を
入
れ
る

「
真
子
飛
霜
」
鏡
（
図
５
―
２
）、
銘
の
代
わ
り
に
鶴
と
も
鴻
鴈
と
も
言
わ
れ
る
鳥

が
飛
翔
す
る
様
を
あ
ら
わ
す
高
士
飛
鳥
（
鶴
）
紋
鏡
（
図
５
―
３
）
の
三
形
式
に

大
別
さ
れ
る
点
は
共
通
す
る
。な
か
で
も
、
西
村
氏
が
指
摘
す
る
紋
様
の
崩
れ
や
、

葵
花
形
縁
の
幅
、
さ
ら
に
縁
が
円
形
に
変
わ
る
も
の
が
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
伯
牙
弾
琴
紋
鏡
の
形
式
が
最
も
早
く
に
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

高
士
弾
琴
紋
鏡
は
、
伯
牙
弾
琴
紋
鏡
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
一
方
で
、
そ
の
図
像

が
伯
牙
の
故
事
に
依
拠
し
て
い
る
と
み
な
せ
る
だ
け
の
明
確
な
根
拠
は
な
く
、
民

間
に
広
く
流
伝
し
た
伝
説
・
故
事
で
あ
る
と
か
、
音
楽
に
よ
る
調
和
を
象
徴
す
る

と
か
、
無
難
な
解
釈
が
行
わ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
鏡
に
「
伯
牙
」
と
示
す
銘

文
が
な
い
以
上
は
図
像
の
主
題
に
つ
い
て
確
信
を
も
っ
て
言
い
当
て
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
図
像
の
解
釈
が
水
掛
け
論
に
な
っ
て
い
る
の
も
事
実
だ
が
、
だ
か

ら
と
言
っ
て
こ
の
よ
う
な
図
像
が
創
出
さ
れ
た
当
初
か
ら
主
題
が
明
確
に
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
も
考
え
難
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
図
像
に
登
場
す
る
人
物
が
伯
牙
か

否
か
と
い
う
議
論
に
囚
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
亀
を
中
心
に
、
思
想
の
成
立
過
程

に
注
意
し
な
が
ら
、
鏡
背
図
像
全
体
の
解
釈
を
試
み
る
こ
と
で
、
高
士
弾
琴
紋
鏡

の
図
像
を
説
明
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
亀
に
象
ら
れ
る
鈕
は
、
前
漢
鏡
に
見
た
獣
鈕
が
鏡
の
中
心
に
お
い
て
天

の
中
心
を
示
し
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
背
景
の
蓮
華
と
組
み
合
わ
さ
る
こ
と

で
、
画
面
下
部
の
図
像
の
延
長
で
あ
る
と
示
す
意
図
が
明
白
で
あ
る
。
池
か
ら
茎

を
伸
ば
す
蓮
華
に
乗
る
亀
は
、『
史
記
』
亀
策
列
伝
に
「
亀
は
千
歳
に
し
て
乃
ち

蓮
葉
の
上
に
遊
び
・
・
・
」
と
記
さ
れ
た
霊
亀
で
あ
ろ
う
。
東
晋
時
代
に
は
、『
抱

朴
子
』
内
篇
・
対
俗
に
「
千
歳
の
亀
は
五
色
具
わ
ら
ん
。
其
の
額
上
の
両
骨
は
起

つ
こ
と
角
に
似
、
人
の
言
を
解
す
。
蓮
葉
の
上
に
浮
き
・
・
・
」
と
述
べ
ら
れ
る

よ
う
に
、
よ
り
具
体
的
な
霊
亀
像
が
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
霊
亀
が
見

た
目
の
特
徴
か
ら
仙
山
を
連
想
さ
せ
、
滋
養
強
壮
の
性
質
に
よ
っ
て
昇
仙
思
想
と

結
び
つ
け
ら
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
節
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。

鈕
の
亀
が
霊
亀
を
あ
ら
わ
す
な
ら
ば
、
そ
の
右
側
で
岩
礁
に
止
ま
る
鳥
は
、
や

は
り
四
霊
の
鳳
で
あ
る
。
後
漢
時
代
の
王
充
は
、『
論
衡
』
講
瑞
に
、

「
或
る
曰
く
、
孝
宣
の
時
、
鳳
皇
上
林
に
集
ま
る
に
、
群
鳥
の
之
に
従
う
も

の
千
万
を
以
て
数
え
る
。
其
れ
衆
鳥
の
長
に
し
て
、
聖
神
に
異
あ
る
を
以

て
、
故
に
群
鳥
附
き
従
う
。
如
し
大
鳥
来
集
し
、
群
鳥
之
に
附
う
を
見
れ

ば
、
則
ち
是
鳳
皇
な
り
。
鳳
皇
審
ら
か
な
れ
ば
、
則
ち
定
ま
ら
ん
、
と
。
夫
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れ
鳳
皇
は
騏
驎
と
性
を
同
じ
く

し
、
鳳
皇
見
れ
ば
群
鳥
従
い
、
騏

驎
見
れ
ば
衆
獣
も
ま
た
随
う
べ

し
。・
・（
中
略
）・
・
書
に
曰
く
、

簫
韶
九
成
に
鳳
皇
来
儀
す
、
と
。

大
伝
に
曰
く
、
鳳
皇
列
樹
に
在

り
、
と
。
群
鳥
従
う
を
言
わ
ざ
る

な
り
。
豈
に
宣
帝
の
致
す
所
の
者

異
な
ら
ん
や
」

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
漢
宣

帝
の
と
き
に
鳳
凰
が
群
鳥
を
従
え
て
降

り
て
き
た
と
言
わ
れ
る
が
、『
尚
書
』

に
は
禹
が
つ
く
っ
た
簫
韶
九
成
に
「
鳳

皇
来
儀
す
」
と
あ
る
と
述
べ
、『
尚
書

大
伝
』
に
は
「
鳳
皇
列
樹
に
在
り
」
と

注
す
る
の
み
で
、
群
鳥
が
従
う
と
は

言
っ
て
い
な
い
と
指
摘
す
る
。
王
充
の

批
判
も
虚
し
く
、
残
念
な
が
ら
後
世
に

は
群
鳥
図
が
吉
祥
と
し
て
好
ん
で
描
か

れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
本
来
は
鳳
凰
は

降
り
立
つ
だ
け
で
吉
祥
だ
っ
た
の
で
あ

り
、
ま
た
降
り
て
き
た
鳳
凰
の
周
り
に

は
木
々
が
生
い
茂
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
高
士
弾
琴
紋
鏡
に
お
い
て
、
鳳
の

図５ 高士弾琴紋鏡と対鳥銜綬紋鏡
1.黒川古文化研究所蔵 （.鄂州鄂鋼（鄂州博物館蔵） （.湖南省博物館蔵 （.河南博物院蔵
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は
「
衆
神
は
容
を
見
わ
す
」）
と
い
う
銘
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
ま
た
「
伯
牙
」

は
鋳
造
の
吉
辰
（
火
の
時
）
で
あ
る
「
丙
午
」
に
音
通
す
る
こ
と
か
ら
、
陰
陽
を

調
和
す
る
働
き
が
期
待
さ
れ
た
［
西
田
一
九
六
八
］。
高
士
弾
琴
紋
鏡
に
、

 

「
鳳
凰
双
鏡
南
金
の
装
ひ
。
陰
陽
各
々
配
せ
ら
れ
、
日
月
恒
に
相
会
す
。
白

玉
芙
蓉
の
匣
、
翠
羽
瓊
瑤
の
帯
、
同
心
な
る
人 

心
相
親
し
む
。
心
を
照
ら

し
肝
を
照
ら
し
て
千
春
を
保
つ
」

と
陰
陽
和
合
を
謳
う
銘
が
入
れ
ら
れ
る
の
も
、
伯
牙
に
そ
の
役
割
が
期
待
さ
れ
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

後
漢
鏡
の
伯
牙
は
、『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
覽
・
本
味
に
、

「
伯
牙
琴
を
鼓
ち
、
鍾
子
期
之
を
聴
く
。
琴
を
鼓
す
る
に
方
た
り
、
志
は
太

山
に
在
り
。
鍾
子
期
曰
く
、
善
き
か
な
琴
を
鼓
つ
こ
と
巍
巍
と
し
て
太
山
の

ご
と
し
、
と
。
少
選
の
間
に
し
て
志
は
流
水
に
在
り
。
鍾
子
期
又
曰
く
、
善

き
か
な
琴
を
鼓
つ
こ
と
湯
湯
と
し
て
流
水
の
ご
と
し
、
と
。
鍾
子
期
死
し
、

伯
牙
琴
を
破
り
て
弦
を
絶
ち
、
身
を
終
え
る
ま
で
復
た
は
琴
を
鼓
た
ず
。
世

に
復
た
為
に
琴
を
鼓
つ
に
足
る
者
な
し
と
以
為
え
ば
な
り
」

と
記
さ
れ
る
通
り
、
鍾
子
期
と
と
も
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
高

士
弾
琴
紋
鏡
の
画
面
左
側
の
人
物
は
、
竹
林
に
お
い
て
一
人
で
琴
を
弾
い
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
唐
・
呉
兢
の
『
楽
府
解
題
』「
水
仙
操
」（『
太
平
御
覧
』

楽
部
十
六
・
琴
中
所
引
）
に
、

「
伯
牙
は
琴
を
成
連
先
生
に
学
び
、
三
年
な
る
も
成
ら
ず
。
精
神
寂
寞
、
情

上
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
樹
木
は
、
こ
の
「
列
樹
」
の
表
現
で
あ
ろ
う
。

ま
た
鳳
は
、
た
ん
な
る
太
平
や
始
生
の
瑞
祥
で
は
な
く
、
仙
山
と
の
関
連
に
お

い
て
も
登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
淮
南
子
』
覧
冥
訓
に
、

「
鳳
凰
の
至
徳
に
翔
け
る
や
、
雷
霆
作
ら
ず
、
風
雨
興
ら
ず
、
川
谷
澹
れ
ず
、

草
木
揺
ら
が
ず
し
て
、
燕
雀
之
に
佼
わ
る
も
以
為
え
ら
く
、
之
と
宇
宙
の
間

に
争
う
能
わ
ず
、
と
。
還
り
至
る
に
其
れ
万
仞
の
上
を
曾
逝
し
、
四
海
の
外

に
翱
翔
し
、
昆
侖
の
疏
圃
を
過
ぐ
。
砥
柱
の
湍
瀬
（
※
黄
河
の
水
）
を
飲
み
、

蒙
汜
（
※
日
出
づ
る
と
こ
ろ
）
の
渚
に
邅
回
し
、
冀
州
の
際
に
尚
佯
（
逍
遥
）

す
。
径
躡
都
に
広
く
、
日
入
り
て
は
抑
節
し
、
羽
を
弱
水
に
翼
し
て
、
暮
に

は
風
穴
に
宿
る
」

と
あ
る
よ
う
に
、
鳳
凰
は
崑
崙
の
周
り
を
飛
び
回
り
、
弱
水
に
翼
を
浸
し
て
羽
を

休
め
た
と
信
じ
ら
れ
た
。
鳳
凰
の
上
の
樹
木
を
岩
山
に
自
生
す
る
松
柏
の
形
状
を

模
し
た
も
の
と
見
て
、
そ
こ
が
深
山
幽
谷
の
地
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
す
る
見
解

も
あ
る
よ
う
に
［
植
松
一
九
九
九
］、
鳳
凰
と
列
樹
の
図
像
に
は
仙
山
を
連
想
さ

せ
る
働
き
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
鈕
の
亀
と
右
側
の
鳥
が
四
霊
の
亀
と
鳳
に
比
定
さ
れ
、
ど
ち
ら

も
仙
山
を
連
想
さ
せ
る
と
な
れ
ば
、
高
士
弾
琴
紋
鏡
の
画
面
全
体
は
崑
崙
の
よ
う

な
仙
山
の
風
景
を
描
い
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
で
は
、
鈕
を
挟
ん
で
鳳
凰
と
相

対
す
る
形
で
配
さ
れ
る
琴
を
弾
く
人
物
は
誰
か
。
筆
者
は
、
や
は
り
伯
牙
で
あ
る

と
見
る
。

『
呂
氏
春
秋
』
大
楽
に
、「
凡
楽
、
天
地
之
和
、
陰
陽
之
調
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、

早
く
か
ら
音
楽
に
は
陰
陽
を
調
和
す
る
働
き
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
後
漢

時
代
の
神
獣
鏡
に
は
、「
伯
牙
が
楽
を
挙
げ
れ
ば
、
衆
華
は
陽
を
主
る
（
あ
る
い
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的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
士
弾
琴
紋
鏡
は
、
漢
代
以
来
の
四
霊
や
伯
牙
に
対
す
る
信

仰
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
唐
代
ま
で
に
広
ま
っ
た
伯
牙
と
蓬
莱
と
の
結
び
つ
き
に
取

材
す
る
こ
と
で
、
陰
陽
和
合
か
ら
や
や
蓬
莱
信
仰
へ
と
比
重
を
強
め
た
図
像
に
つ

く
り
あ
げ
ら
れ
た
と
考
え
る
。
琴
を
弾
く
人
物
が
伯
牙
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
議
論
の
余
地
を
残
す
も
の
の
、
高
士
弾
琴
紋
鏡
の
図
像
が
全
体
と
し
て
蓬
莱
の

風
景
を
あ
ら
わ
し
、
ま
た
そ
の
成
立
を
き
っ
か
け
に
蓮
葉
に
遊
ぶ
霊
亀
に
蓬
莱
を

象
徴
す
る
働
き
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
に
関
し
て
は
、
後
々
ま
で
影
響

を
与
え
る
大
き
な
画
期
と
し
て
評
価
で
き
る
。

２

八
卦
紋
鏡
と
山
水
紋
鏡

高
士
弾
琴
紋
鏡
の
図
像
の
成
立
を
う
け
て
、
そ
の
後
ま
も
な
く
つ
く
ら
れ
た
鏡

に
八
卦
紋
鏡
と
山
水
紋
鏡
が
あ
る
。
八
卦
紋
鏡
は
、
文
字
通
り
鏡
背
の
内
区
や
外

区
に
☵
（
坎
）・
☶
（
艮
）・
☳
（
震
）・
☴
（
巽
）・
☲
（
離
）・
☷
（
坤
）・
☱
（
兌
）・

☰
（
乾
）
の
八
卦
を
施
し
た
鏡
で
あ
る
。
山
水
紋
鏡
は
、
海
磯
鏡
と
も
呼
ば
れ
、

鏡
背
に
波
間
に
浮
か
ぶ
山
岳
を
あ
ら
わ
し
た
鏡
で
あ
る
。

八
卦
紋
鏡
に
は
、
武
宗
会
昌
五
年
（
八
四
五
）
の
墓
誌
を
も
つ
偃
師
杏
園

二
九
〇
一
号
墓
（
李
廿
五
女
墓
）
の
出
土
品
が
あ
り
［
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研

究
所
二
〇
〇
一
］、
九
世
紀
前
半
に
は
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
知
ら
れ
る
（
図
６
―

１
）。
杏
園
二
九
〇
一
号
墓
の
鏡
は
、
破
片
で
あ
る
た
め
全
容
が
わ
か
ら
な
い
が
、

内
区
の
八
卦
の
周
り
に
十
二
支
像
を
配
し
、
そ
の
外
側
に
は
「
・
・
無
験
庄
東
無

験
貪
秋
月
・
・
」
と
正
確
に
は
判
読
の
難
し
い
銘
を
鋳
込
む
。
外
区
の
内
側
に
は

二
重
に
突
帯
が
め
ぐ
る
。

獣
の
表
現
は
異
な
る
が
、
同
じ
く
八
卦
の
周
り
に
十
二
支
像
を
め
ぐ
ら
す
例
が

陝
西
省
の
西
安
新
城
区
韓
森
寨
や
宝
鶏
龍
泉
巷
1（
号
墓
［
西
安
市
文
物
保
護
考
古

の
専
一
に
至
る
に
、
尚
お
未
だ
能
わ
ざ
る
な
り
。
成
連
云
く
、
吾
が
師
の
方

子
春
、
今
東
海
中
に
在
り
、
能
く
人
情
を
移
す
、
と
。
乃
ち
伯
牙
と
俱
に
往

き
、
蓬
莱
山
に
至
る
。
伯
牙
を
留
宿
し
て
曰
く
、
子
之
に
居
り
習
え
、
吾
将

に
師
を
迎
え
ん
と
す
、
と
。
船
に
刺
し
て
去
り
、
旬
時
な
る
も
返
ら
ず
。
伯

牙
近
望
に
人
な
く
、
但
だ
海
水
の
洞
滑
崩
澌
の
声
を
聞
く
。
山
林
窅
寞
、
群

鳥
悲
号
、
愴
然
と
し
て
嘆
じ
て
曰
く
、
先
生
将
に
我
が
情
を
移
さ
ん
と
す
、

と
。
乃
ち
琴
を
援
き
て
歌
い
、
曲
終
り
て
、
成
連
回
り
、
船
を
刺
し
、
之
を

迎
え
て
還
る
。
伯
牙
遂
に
天
下
の
妙
と
為
る
」

と
い
う
故
事
が
載
る
。
す
な
わ
ち
、
伯
牙
は
成
連
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
蓬
莱
山
に

行
き
、
山
林
寂
寞
、
群
鳥
悲
号
す
る
自
然
の
な
か
で
人
情
を
移
す
こ
と
に
成
功

し
、
天
下
の
妙
た
る
琴
を
弾
い
た
と
い
う
。
高
士
弾
琴
紋
鏡
の
伯
牙
は
、
ま
さ
に

こ
の
故
事
に
語
ら
れ
る
伯
牙
で
あ
ろ
う
。
蓮
葉
に
乗
る
亀
は
仙
山
を
連
想
さ
せ
、

鈕
を
挟
ん
で
向
か
い
合
う
鳳
は
仙
山
の
周
り
を
飛
び
、
伯
牙
の
琴
の
音
に
応
え
て

降
り
立
っ
た
。
鳳
は
岩
礁
に
止
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
周
り
に
は
群
鳥
を
従
え
て

い
る
だ
ろ
う
。

伯
牙
が
単
独
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
鍾
子
期
の
代
わ
り
に
鳳
が
伯
牙
と

セ
ッ
ト
に
な
り
、
陰
陽
調
和
を
象
徴
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
来
は
、
銘
に

「
鳳
凰
双
鏡
」
と
あ
る
よ
う
に
、
対
鳥
銜
綬
紋
鏡
の
よ
う
な
左
右
に
鳳
凰
を
配
し

た
鏡
に
陰
陽
調
和
の
働
き
が
期
待
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
（
図
５
―
４
）。
そ
の
片
方

を
伯
牙
に
替
え
た
の
が
高
士
弾
琴
紋
鏡
で
あ
り
、
鳳
凰
と
の
セ
ッ
ト
を
つ
く
り
、

鍾
子
期
を
登
場
さ
せ
な
い
こ
と
で
、
そ
の
典
拠
が
「
水
仙
操
」
の
故
事
で
あ
る
と

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
後
に
雲
山
の
下
に
入
れ
ら
れ
る
「
真
子
飛
霜
」
銘
は
、
群

鳥
悲
号
す
る
な
か
愴
然
と
嘆
じ
な
が
ら
も
見
事
な
琴
を
弾
き
な
ら
し
た
伯
牙
の
ご

と
き
境
地
を
理
想
と
し
、
俗
世
を
離
れ
た
仙
界
で
の
暮
ら
し
に
憧
れ
る
心
情
を
端
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人
之
に
效
う
。
天
は
象
を
垂
れ
て
吉
凶
を
見
し
、
聖
人
は
之
を
象
る
。
河
は

図
を
出
し
、
洛
は
書
を
出
し
、
聖
人
は
之
に
則
る
。
易
に
四
象
あ
り
て
、
示

す
所
以
な
り
。
辞
を
焉
に
繫
き
、
告
げ
る
所
以
な
り
。
之
を
定
め
る
に
吉
凶

を
以
て
し
、
断
ず
る
所
以
な
り
」

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
も
と
は
「
洛
出
書
」
と
言
う
の
み
で
、
亀
が
背
負
っ
た

と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
天
が
生
じ
た
神
物
に
は
龍
馬
や
亀
も
含
ま
れ
た
で
あ
ろ

う
が
、
禹
が
亀
の
背
（
甲
羅
）
を
見
て
中
国
を
九
州
に
分
け
た
と
い
う
あ
ま
り
に

具
体
的
な
伝
説
は
、
そ
れ
ほ
ど
早
く
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。『
説

苑
』
に
「
上
は
隆
く
天
に
象
り
、
下
は
平
た
く
地
に
法
り
、
槃
衍
し
て
山
に
象
る
。

四
趾
は
転
運
し
て
四
時
に
応
じ
、
文
著
は
二
十
八
宿
に
象
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
よ

う
な
亀
の
性
質
が
「
洛
出
書
」
の
逸
話
と
結
び
つ
き
、
唐
代
は
じ
め
の
『
尚
書
正

義
』
の
成
立
を
う
け
て
世
に
浸
透
し
て
い
く
過
程
で
、
中
唐
期
の
多
様
な
鏡
生
産

に
お
い
て
画
題
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
、
八
卦
紋
鏡
の
鈕
に
象
ら
れ
た
亀
は
『
尚
書
正
義
』
に
記
さ
れ
る

通
り
「
神
亀
」（
←
霊
亀
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
高
士
弾
琴
紋
鏡
と
の

関
係
か
ら
も
傍
証
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
八
卦
紋
鏡
の
亀
鈕
の
鈕
座
部
分
は
八
花

形
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
側
に
は
葉
脈
と
思
し
き
筋
が
走
っ
て
い
て
、
そ

れ
が
高
士
弾
琴
紋
鏡
の
鈕
と
鈕
座
に
見
ら
れ
た
蓮
葉
に
遊
ぶ
亀
を
想
起
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
制
作
年
代
か
ら
考
え
て
も
、
八
卦
紋
鏡
は
高
士
弾
琴
紋
鏡
よ
り
後
出
す

る
可
能
性
が
高
く
、
高
士
弾
琴
紋
鏡
の
亀
鈕
の
成
立
と
思
想
を
う
け
て
八
卦
紋
鏡

が
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

霊
亀
は
見
た
目
の
特
徴
と
滋
養
強
壮
の
性
質
に
よ
っ
て
仙
山
や
昇
仙
思
想
と
結

び
つ
き
、
高
士
弾
琴
紋
鏡
に
お
い
て
は
伯
牙
や
鳳
凰
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

蓬
莱
を
想
起
さ
せ
た
。
八
卦
紋
鏡
に
お
い
て
も
、

所
二
〇
〇
八
、
陝
西
省
文
物
管
理
委
員
会
一
九
五
九
］
な
ど
に
見
ら
れ
（
図
６
―

２
）、
江
西
省
の
九
江
市
郊
［
呉
一
九
九
三
］、
江
蘇
省
の
揚
州
市
［
周
ほ
か

一
九
七
九
］出
土
例
で
は
八
花
形
・
四
花
形
を
呈
し
て
い
る
。
鏡
体
の
形
状
が
様
々

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
卦
紋
鏡
の
制
作
年
代
は
こ
の
形
式
だ
け
で
も
九
世
紀
前
半

に
限
ら
ず
、
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
後
半
く
ら
い
の
長
期
間
に
渡
っ
て
つ
く
ら

れ
つ
づ
け
た
と
見
積
も
れ
る
。

主
題
の
八
卦
は
易
に
よ
る
占
い
の
基
本
形
で
あ
り
、
天 

（
乾
） ・
地 

（
坤
） 

を

は
じ
め
自
然
界
・
人
間
界
の
様
々
な
現
象
・
事
象
を
あ
ら
わ
す
。
早
く
か
ら
戦
国

時
代
の
花
菱
紋
鏡
な
ど
に
鏡
の
中
心
を
天
の
中
心
に
見
立
て
、
そ
の
周
り
を
八
つ

に
区
画
す
る
発
想
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
盛
ん
に
生
産

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
八
卦
紋
鏡
の
図
像
も
、
十
二
生
肖
や
星
辰
を
配
す
る
天
に
お

い
て
八
方
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
宇
宙
の
調
和
を
意
図
し
て
つ
く
ら
れ
た
八
卦
紋
鏡
の
鈕
に
、
亀
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
亀
と
八
卦
と
聞
く
と
、
洛
河
か
ら
現
れ
た
亀
の
背
の
模
様
を

見
て
禹
が
九
州
を
つ
く
っ
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
河
図
洛
書
」
の
逸
話
が
想
起

さ
れ
る
。
そ
れ
は
、『
尚
書
』
洪
範
（
前
漢
・
孔
安
国
撰
）
の
「
天
乃
錫
禹
洪
範

九
疇
、
彝
倫
攸
叙
」
の
『
正
義
』（
唐
・
孔
穎
達
）
に
、

「
天
の
禹
に
与
え
し
洛
出
書
、
神
亀
の
文
を
負
い
て
出
で
し
も
の
に
し
て
、

背
に
列
び
、
数
あ
り
て
九
に
至
る
。
禹
遂
に
因
り
て
之
に
第
し
、
以
て
九
類

を
成
し
、
常
に
道
の
次
叙
を
以
て
す
る
所
と
な
ら
ん
」

と
注
さ
れ
る
の
に
拠
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
『
易
経
』
繋
辞
上
に
、

「
是
の
故
に
、
天
は
神
物
を
生
じ
、
聖
人
は
之
に
則
る
。
天
地
変
化
し
、
聖
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「
水
銀
陰
精 

辟
邪
衛
霊 

形
神
日

照 

保
護
長
生
」（
江
蘇
揚
州
市
）

「
水
銀
呈
陰
精 

百
錬
得
為
鏡 

八

卦
寿
象
備 

衛
神
永
保
命
」（
湖
南

津
市
新
洲
鎮
南
江
村
）

と
い
う
銘
を
も
つ
も
の
が
あ
る
［
徐

一
九
八
六
、
津
市
文
物
管
理
所

一
九
九
四
］。
鏡
の
品
質
と
八
卦
に

よ
っ
て
、
邪
を
避
け
、
神
霊
を
備
え
、

長
生
を
保
た
ん
と
す
る
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
鈕
の
亀
は
、
霊
亀
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
八
卦
の
中
心
で
自
然
の
調

和
を
保
ち
、
長
生
を
助
け
る
働
き
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。

洛
陽
鞏
県
石
家
庄
５
号
墓
出
土
の
日

月
星
辰
八
卦
紋
鏡
は
［
洛
陽
博
物
館

一
九
八
八
、
図
版
八
一
］、
八
卦
の
内

側
に
波
を
う
ね
ら
せ
、
さ
ら
に
内
側
に

三
×
三
に
区
画
す
る
方
形
の
区
画
を
つ

く
り
、
中
央
に
は
山
形
の
鈕
を
、
対
角

の
四
角
に
山
岳
紋
を
、
四
方
に
は
「
天

地
含
為
」「
日
月
貞
明
」「
写
規
万
物
」「
洞

鑒
百
霊
」
と
四
字
ず
つ
の
銘
文
を
配
す

図６ 八卦紋鏡と山水紋鏡
1.偃師杏園（（01号墓 （.西安新城区韓森寨 （.鞏県石家庄５号墓 （.西安長楽坡
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を
結
び
つ
け
る
思
想
が
強
く
存
在
し
て
い
た
と
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
思

想
を
鏡
背
と
い
う
一
枚
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
あ
ら
わ
し
た
の
は
中
唐
以
降
で
あ
る

が
、
亀
と
仙
山
、
あ
る
い
は
亀
・
鳳
凰
・
仙
山
の
取
り
合
わ
せ
自
体
は
、『
史
記
』

『
礼
記
』『
説
苑
』
に
成
文
化
さ
れ
る
よ
う
な
前
漢
時
代
ま
で
に
固
ま
っ
た
思
想
を

典
拠
と
し
て
い
る
。
唐
代
に
は
、
宋
代
に
高
ま
り
を
見
せ
る
よ
う
な
倣
古
文
化
は

ま
だ
興
ら
な
い
が
、
高
士
弾
琴
紋
鏡
や
八
卦
紋
鏡
・
山
水
紋
鏡
に
見
ら
れ
る
蓬
莱

や
八
卦
に
対
す
る
信
仰
と
、
そ
こ
に
登
場
す
る
霊
亀
へ
の
期
待
と
い
う
点
に
お
い

て
、
漢
代
の
思
想
や
文
化
へ
の
憧
憬
と
そ
れ
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

和
鏡 

―
蓬
莱
紋
の
確
立

正
倉
院
北
倉
・
南
倉
や
法
隆
寺
献
納
宝
物
に
大
型
の
山
水
紋
鏡
（
海
磯
紋
鏡
）

が
伝
わ
る
よ
う
に
、
日
本
人
は
八
世
紀
に
は
蓬
莱
も
し
く
は
東
海
の
仙
山
を
題
材

と
す
る
鏡
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
高
士
弾
琴
紋
鏡
な

ど
の
唐
鏡
が
八
世
紀
代
に
新
羅
を
経
由
し
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
九
世
紀
に
入

る
と
日
本
独
自
に
瑞
花
双
鳳
八
稜
鏡
の
生
産
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

［
中
川
二
〇
〇
六
］。
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
伝
京
都
府
鳥
取
遺
跡
出
土
の

瑞
花
双
鳳
八
稜
鏡
は
、
鈕
を
亀
に
象
る
初
期
の
例
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
平
安

時
代
の
う
ち
に
は
和
鏡
に
亀
鈕
を
採
用
す
る
こ
と
が
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。で

は
、
平
安
時
代
の
日
本
で
は
亀
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
抱
か
れ
て
い
た

の
か
。
平
安
後
期
の
『
朗
詠
九
十
首
抄
』（
藤
原
忠
実
・
藤
原
宗
能
編
）
に
は
、

「
蓬
莱
山
に
は
千
歳
ふ
る 

万
歳
千
秋
か
さ
な
れ
り 

松
の
枝
に
は
鶴
巣
く
ひ 

る
（
図
６
―
３
）。
高
士
弾
琴
紋
鏡
に
通
じ
る
雲
間
に
覗
く
日
月
星
辰
を
外
区
に

配
し
、
内
区
の
方
形
区
画
の
四
角
と
鈕
に
は
五
つ
の
山
岳
を
配
し
て
お
り
、
八
卦

と
仙
山
信
仰
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
象
徴
し
て
い
る
。

そ
の
山
岳
を
主
題
と
す
る
の
が
山
水
紋
鏡
、
あ
る
い
は
海
磯
紋
鏡
と
呼
ば
れ
る

鏡
で
、
出
土
数
は
少
な
い
が
、
陝
西
省
の
西
安
や
乾
県
、
江
蘇
省
の
揚
州
で
見
つ

か
っ
て
い
る
。
乾
県
出
土
鏡
で
は
鈕
の
斜
め
四
方
か
ら
外
側
に
向
か
っ
て
山
岳
が

屹
立
し
、
そ
の
間
に
は
池
に
蓮
華
が
生
え
、
鹿
な
ど
の
瑞
獣
が
駆
け
ま
わ
り
、
鶴

や
雀
に
似
た
鳥
が
飛
び
か
っ
て
い
る
［
陝
西
歴
史
博
物
館
二
〇
一
二
、四
二
八
頁

下
］。
揚
州
出
土
鏡
は
、
そ
れ
を
い
く
ぶ
ん
簡
略
化
し
た
表
現
で
、
鈕
を
亀
に

象
っ
て
い
る
［
周
ほ
か
一
九
七
九
、
図
二
三
］。
西
安
長
楽
坡
出
土
鏡
は
、
山
岳

が
縁
側
か
ら
中
央
に
向
か
っ
て
屹
立
し
、
画
面
中
央
は
波
が
う
ね
る
海
と
な
っ
て

い
て
、
神
仙
や
怪
魚
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
（
図
６
―
４
）。

こ
れ
ら
の
図
像
は
、『
史
記
』
封
禅
書
に
記
さ
れ
る
「
蓬
萊
・
方
丈
・
瀛
洲
・

壺
梁
」
の
四
山
と
海
中
の
亀
魚
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
鞏
県
出
土
鏡
を
は

じ
め
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
資
料
中
に
は
鈕
を
含
め
て
五
つ
の
山
岳
を
あ
ら
わ
す
も
の

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
『
列
子
』
湯
問
に
見
る
「
五
山
」
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
鈕
の
亀
を
「
巨
鼇
」
と
み
な
す
の
は
早
計
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
鈕
を
亀
に
象
る
場
合
に
は
山
岳
は
四
つ
し
か
あ
ら
わ
さ
れ
ず
、
西
安
長

楽
坡
出
土
鏡
の
亀
鈕
の
下
に
は
八
卦
紋
鏡
と
同
じ
く
葉
脈
を
も
つ
蓮
華
が
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
亀
が
鼇
で
は
な
く
霊
亀
で
あ
る
と
示

し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
士
弾
琴
紋
鏡
の
亀
・
鳳
凰
・
伯
牙
の
取
り
合
わ
せ
に
は
じ

ま
り
、
八
卦
紋
鏡
と
山
水
紋
鏡
で
の
亀
と
八
卦
、
亀
と
山
岳
の
組
み
合
わ
せ
の
成

立
を
も
っ
て
、
九
世
紀
頃
の
中
国
に
は
亀
と
蓬
莱
、
あ
る
い
は
亀
と
東
海
の
仙
山
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巌
か
傍
に
は
亀
遊
ぶ
」

と
詠
ま
れ
、
蓬
莱
の
情
景
と
し
て
鶴

や
亀
が
伸
び
や
か
に
暮
ら
す
様
子
が
描

写
さ
れ
て
い
る
。
第
一
節
に
見
た
よ
う

に
、
中
国
に
は
亀
が
蓬
莱
に
生
息
し
た

と
明
記
す
る
文
献
は
見
つ
か
ら
な
い
も

の
の
、
こ
の
よ
う
な
詩
が
『
史
記
』
や

『
抱
朴
子
』
の
記
述
を
参
考
に
つ
く
ら

れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
当
時
の

日
本
の
教
養
あ
る
人
々
は
、
中
国
の
古

典
に
触
れ
、
亀
と
仙
山
、
あ
る
い
は
亀

と
長
生
と
の
結
び
つ
き
に
対
す
る
強
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
当
然
、
こ
の
亀
が
「
霊
亀
」
で
あ

る
こ
と
も
承
知
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

一
方
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
『
梁
塵
秘

抄
』（
平
安
末
・
後
白
河
法
皇
撰
）
に
は
、

「
海
に
は
萬
劫
亀
遊
ぶ 

蓬
莱
方
丈

瀛
州 

こ
の
三
つ
の
山
を
ぞ
戴
け

る 

巌
に
恋
ず
る
亀
の
齢
を
ば 

譲

る
譲
る
君
に
皆
譲
る
」

と
詠
ま
れ
て
い
る
。『
朗
詠
九
十
首
抄
』

図７ 唐・宋の鏡と亀鈕の和鏡
1.鎮平県（河南博物院蔵） （.北島古美術研究所蔵 （.洛陽北 （.北島古美術研究所蔵
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あ
ら
わ
す
唐
の
飛
禽
花
枝
紋
鏡
で
は
、
外
区
に
配
さ
れ
る
複
数
の
小
鳥
が
内
区
の

鳳
凰
と
組
み
合
わ
さ
り
、「
鳳
皇
見
れ
ば
群
鳥
従
う
」
と
言
う
に
ふ
さ
わ
し
い
吉

祥
紋
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
が
（
図
７
―
１
）、
鳳
凰
が
不
在
の
松
葉
散
双
鳥
紋

鏡
や
三
柏
双
鳥
紋
鏡
の
画
題
を
蓬
莱
と
見
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

地
紋
の
上
に
亀
鈕
と
小
鳥
を
あ
し
ら
う
鏡
に
は
、
嘉
暦
三
年
（
一
三
二
八
）
と

墨
書
さ
れ
る
亀
甲
地
双
鳥
紋
鏡
の
よ
う
に
［
広
瀬
一
九
三
八
、
図
版
四
八
］、
亀

甲
紋
を
地
紋
と
し
て
採
用
す
る
も
の
が
あ
る
（
図
７
―
２
）。
亀
甲
紋
は
、
洛
陽

岳
家
村
二
三
七
号
墓
や
北

出
土
鏡
［
洛
陽
博
物
館
一
九
八
八
、
図
版

一
六
一
・
一
六
二
］
な
ど
の
宋
鏡
（
錦
紋
鏡
）
で
は
四
弁
微
花
紋
と
組
み
合
わ
さ

り
（
図
７
―
３
）、
ま
た
四
弁
微
花
紋
を
地
紋
と
す
る
鏡
に
は
八
卦
を
配
す
る
も

の
が
あ
る
。
亀
甲
紋
と
亀
鈕
を
組
み
合
わ
せ
た
宋
鏡
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な

い
が
、
そ
も
そ
も
和
鏡
の
成
立
に
は
宋
鏡
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
［
内
川

二
〇
〇
三
］、
亀
鈕
と
亀
甲
紋
が
そ
れ
ぞ
れ
に
宋
鏡
か
ら
採
り
入
れ
ら
れ
た
可
能

性
は
高
い
。
宋
鏡
を
受
容
し
た
日
本
人
が
ど
こ
ま
で
そ
の
図
像
の
意
味
を
理
解
し

て
い
た
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
和
鏡
の
亀
鈕
が
当
初
か
ら
蓬
莱
を
あ
ら
わ
す
意

図
で
据
え
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
。

一
方
、
十
四
世
紀
に
入
る
と
、
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
と
墨
書
さ
れ
る
山
川

七
左
衛
門
氏
旧
蔵
鏡
［
広
瀬
一
九
三
八
、
図
版
四
五
］
や
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）

銘
の
あ
る
千
葉
県
大
戸
神
社
の
大
型
蓬
莱
紋
鏡
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
の
刻

銘
が
あ
る
立
石
寺
の
蓬
莱
紋
鏡
［
広
瀬
一
九
三
八
、
図
版
五
七
］
な
ど
、
州
浜
に

岩
礁
と
松
、
二
羽
の
小
鳥
や
鶴
を
取
り
合
わ
せ
た
い
わ
ゆ
る
蓬
莱
紋
鏡
に
亀
鈕
が

採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る（
図
７
―
４
）。な
か
で
も
、
山
川
氏
旧
蔵
鏡
の
よ
う
な
、

外
区
に
連
珠
紋
帯
と
竪
線
紋
帯
、
界
圏
に
六
窠
形
を
採
用
し
、
日
本
独
自
の
創
意

工
夫
の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
和
様
の
特
徴
を
も
つ
と
評
さ
れ
る
鏡
に
お
い
て
［
青

木
一
九
九
七
］、
亀
と
双
鳥
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
二
羽
の
小
鳥
が
亀
か
ら
離
れ

の
一
首
と
の
違
い
は
、
亀
が
蓬
莱
の
な
か
で
は
な
く
海
中
に
お
り
、
山
を
戴
い
て

い
る
点
に
あ
る
が
、
後
半
で
は
巌
の
傍
の
亀
も
描
写
さ
れ
、
海
中
を
漂
う
亀
（
＝

鼇
）
と
蓬
莱
で
巌
に
恋
ず
る
亀
（
＝
霊
亀
）
と
が
混
同
し
て
い
る
。『
史
記
』
よ

り
も
む
し
ろ
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
列
子
』
や
『
列
仙
伝（

（
（

』
の
強
い

影
響
が
う
か
が
え
る
。

平
安
時
代
の
人
々
が
上
記
の
よ
う
な
光
景
を
歌
に
詠
む
場
合
に
は
、
実
景
で
は

な
く
屏
風
や
銀
細
工
な
ど
を
前
に
詠
む
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
よ
う
な
画
題
の
屏

風
絵
や
歌
絵
は
遺
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
［
船
木
二
〇
〇
三
］。
ゆ
え
に
、

平
安
後
期
以
降
の
思
想
を
知
る
う
え
で
、
鏡
は
重
要
な
実
物
資
料
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
以
下
で
は
年
号
を
刻
銘
・
墨
書
し
た
鏡
や
、
年
紀
を
記
し
た
経
筒
や
経
巻
と

共
伴
し
た
鏡
な
ど
、
制
作
年
代
を
間
接
的
に
推
定
で
き
る
広
義
の
紀
年
銘
和
鏡
を

手
が
か
り
に
［
広
瀬
一
九
三
八
、
中
野
一
九
六
九
］、
日
本
に
お
け
る
亀
と
蓬
莱

信
仰
と
の
関
係
を
探
っ
て
み
た
い
。

和
鏡
に
本
格
的
に
亀
鈕
が
採
用
さ
れ
る
の
は
十
三
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
、
建

長
元
年
（
一
二
四
九
）
の
奥
書
を
記
す
経
巻
を
納
め
た
経
筒
外
容
器
の
蓋
と
し
て

被
せ
ら
れ
て
い
た
鳥
取
県
湯
谷
山
経
塚
の
松
葉
散
双
鳥
紋
鏡
［
亀
井
一
九
七
二
］

や
、
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
銘
の
あ
る
宮
城
県
熊
野
那
智
神
社
所
蔵
の
三
柏
散

双
鳥
紋
鏡
［
広
瀬
一
九
三
八
、
図
版
四
〇
］
が
基
準
資
料
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

［
村
木
二
〇
〇
六
］。
と
は
い
え
、
す
で
に
湯
谷
山
鏡
の
段
階
に
お
い
て
、
亀
鈕
は

唐
鏡
や
平
安
時
代
の
和
鏡
に
見
ら
れ
た
亀
ら
し
い
姿
と
は
異
な
り
、
い
か
に
も
鈕

ら
し
い
丸
い
甲
羅
に
頭
・
尾
・
手
足
を
付
け
足
し
た
だ
け
の
単
純
な
構
造
に
な
っ

て
い
る
。
甲
羅
が
無
紋
か
中
央
に
菊
花
菱
の
み
を
配
す
る
も
の
が
十
三
世
紀
前
半

の
表
現
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
［
久
保
一
九
九
九
］、
和
鏡
の
亀
鈕
は
単
純
な
表

現
か
ら
始
ま
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
内
区
に
は
他
に
双
鳥
が
配
さ
れ
る
が
、
雀
の
よ

う
な
二
羽
の
小
鳥
で
、
ど
う
見
て
も
鳳
凰
で
は
な
い
。
こ
れ
と
よ
く
似
た
小
鳥
を
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た
位
置
で
仲
睦
ま
じ
く
飛
び
回
る
点

に
、
湯
谷
山
経
塚
の
松
葉
散
双
鳥
紋
鏡

と
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
立
石
寺
の
蓬
莱
紋
鏡
も
、
亀

の
頭
は
鶴
の
方
を
向
い
て
は
い
る
が
、

二
羽
の
鶴
は
亀
と
は
無
関
係
に
戯
れ
て

い
る
。
京
都
市
左
京
八
条
三
坊
・
六
坊

出
土
の
十
四
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
（
第

二
段
階
か
ら
第
三
段
階
）
の
亀
甲
地
双

鳥
紋
鏡
や
菊
花
双
鳥
紋
鏡
の
鋳
型
に
お

い
て
も
同
様
の
亀
と
小
鳥
と
の
関
係
を

確
か
め
ら
れ
る
［
網
一
九
九
六
］。
こ

れ
ら
が
、
亀
鈕
と
双
鳥
の
関
係
と
し
て

は
比
較
的
古
手
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
州

浜
・
岩
礁
や
松
が
亀
鈕
を
避
け
る
よ
う

に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
る
点
に
亀
を
画
題

の
一
部
に
と
り
こ
む
意
図
は
う
か
が
え

る
が
、
亀
鈕
の
役
割
は
ま
だ
あ
く
ま
で

鈕
で
あ
る（

（
（

。

一
方
、
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
銘

の
あ
る
熊
野
速
玉
大
社
の
州
浜
松
楓
双

鶴
鏡
で
は
［
中
野
一
九
六
九
、
図

七
四
］、
州
浜
に
松
と
楓
の
大
樹
が
生

え
、
二
羽
の
鶴
と
鈕
の
亀
が
嘴
を
合
わ

せ
て
い
る
。
岩
礁
を
失
く
し
た
松
・
鶴
・

図８ 蓬莱紋鏡
1.黒川古文化研究所蔵 （.黒川古文化研究所蔵 （.北島古美術研究所蔵
（.泉州開元寺供奉（国家博物館蔵）
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十
年
（
一
五
八
二
）
銘
の
あ
る
亀
甲
地
双
鶴
紋
鏡
［
広
瀬
一
九
三
八
、
図
版

一
〇
五
］
な
ど
に
、
界
圏
が
二
重
に
な
り
、
亀
と
二
羽
の
鶴
が
接
嘴
し
た
表
現
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
亀
甲
地
双
鶴
紋
鏡
に
は
上
向
き
の
亀
の
頭
部
に
左
右
か

ら
羽
を
拡
げ
て
飛
来
す
る
鶴
の
嘴
が
接
触
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
T
」
状
亀
鈕
双
鶴

接
嘴
紋
が
採
用
さ
れ
［
内
川
二
〇
〇
三
］、
そ
の
亀
鈕
は
甲
羅
が
肩
側
か
ら
尾
側

に
向
か
っ
て
徐
々
に
す
ぼ
ま
る
二
等
辺
三
角
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
十
五
世
紀
に

は
甲
羅
の
外
形
が
正
円
形
に
近
く
な
る
と
言
わ
れ
る
が
［
久
保
一
九
九
九
］、
同

じ
く
接
嘴
表
現
の
特
徴
を
も
つ
蓬
莱
紋
鏡
に
も
尾
側
が
す
ぼ
ま
る
亀
鈕
を
確
か
め

ら
れ
る
（
図
８
―
３
）。
外
周
を
波
状
線
で
表
現
す
る
特
徴
が
共
通
し
て
お
り
、

接
嘴
表
現
と
と
も
に
新
た
な
主
流
と
し
て
、
十
六
・
十
七
世
紀
の
柄
鏡
に
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に 

―
海
を
渡
っ
た
亀

本
稿
で
は
、
前
漢
時
代
・
唐
代
を
対
象
に
、
鏡
を
主
な
資
料
と
し
て
図
像
学
的

研
究
を
行
い
、
蓬
莱
信
仰
の
成
立
と
変
遷
、
お
よ
び
亀
に
対
す
る
信
仰
の
変
化
を

探
っ
た
う
え
で
、
日
本
の
中
近
世
和
鏡
に
お
け
る
「
蓬
莱
紋
」
の
成
立
・
変
遷
過

程
を
追
っ
た
。
和
鏡
の
蓬
莱
紋
に
対
す
る
疑
問
の
解
消
を
目
的
と
し
な
が
ら
漢
代

や
唐
代
の
蓬
莱
や
亀
に
関
す
る
文
献
や
図
像
に
あ
た
る
作
業
か
ら
始
め
た
の
は
、

も
ち
ろ
ん
本
場
中
国
で
の
蓬
莱
信
仰
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
中
国
と
日
本
の
鏡

の
比
較
研
究
を
行
う
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
研
究
を
進
め
る
う
ち
に
、
漢
代

の
博
山
炉
・
唐
の
高
士
弾
琴
紋
鏡
・
日
本
の
蓬
莱
紋
鏡
な
ど
、
当
初
は
ま
っ
た
く

異
な
る
図
像
と
し
て
目
に
映
っ
た
も
の
た
ち
が
、
し
だ
い
に
実
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
違
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
は
む
し
ろ
、
蓬
莱

や
霊
亀
に
対
す
る
信
仰
と
、
人
々
の
安
寧
や
不
老
長
生
の
願
い
が
、
時
代
・
地
域

亀
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
る
和
様
の
「
蓬
莱
紋
」
が
確
立
す
る
の
は
こ
の
頃
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
と
墨
書
さ
れ
る
香
取
神
宮
の
菊
紋
散
双
鳥

紋
鏡
は
［
広
瀬
一
九
三
八
、
図
版
七
七
］、
外
区
に
断
続
連
珠
紋
帯
と
竪
線
紋
帯

を
配
し
、
五
窠
形
界
圏
を
も
つ
点
で
山
川
氏
旧
蔵
の
蓬
莱
紋
鏡
に
似
る
が
、
そ
こ

で
も
亀
は
二
羽
の
鳥
と
嘴
を
合
わ
せ
た
状
態
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
文
明
五
年

（
一
四
七
三
）
の
祈
願
文
書
と
共
伴
し
た
法
隆
寺
の
楓
葉
散
双
鳥
紋
鏡
［
広
瀬

一
九
三
八
、
図
版
七
九
］
や
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
と
墨
書
さ
れ
る
桔
梗
花
散

双
鳥
紋
鏡
［
広
瀬
一
九
三
八
、
図
版
八
二
］
も
同
様
で
あ
る
。
接
嘴
表
現
は
古
く

正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
銘
を
も
つ
熊
野
那
智
神
社
の
三
柏
散
双
鳥
紋
鏡
に
も
見

ら
れ
、
十
三
世
紀
代
に
遡
り
う
る
が
［
村
木
二
〇
〇
六
］、
十
四
世
紀
末
か
ら

十
五
世
紀
に
か
け
て
、
蓬
莱
紋
の
定
型
化
に
合
わ
せ
て
盛
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。

十
五
世
紀
に
な
る
と
、
応
永
十
九
年
（
一
四
一
二
）
の
刻
銘
が
あ
る
熱
田
神
宮

の
蓬
莱
紋
鏡
に
［
広
瀬
一
九
三
八
、
図
版
六
六
］、
亀
鈕
と
は
別
に
岩
礁
に
乗
る

亀
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。
ま
さ
に
『
朗
詠
九
十
首
抄
』
に
「
松
の
枝
に
は
鶴
巣
く

ひ 

巌
か
傍
に
は
亀
遊
ぶ
」
と
詠
ま
れ
る
ご
と
く
、
鏡
を
キ
ャ
ン
バ
ス
と
し
て
詩

の
通
り
に
蓬
莱
の
情
景
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。
亀
鈕
と
は
異
な
る
画
題
の
一
部

と
し
て
の
亀
の
表
現
で
は
あ
る
が
、
巌
に
遊
ぶ
亀
、
す
な
わ
ち
蓬
莱
に
生
息
す
る

亀
は
、
亀
鈕
に
象
ら
れ
た
の
と
同
じ
霊
亀
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
鏡
背
上
に
二
体
の

霊
亀
が
異
な
る
表
現
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
は
お
か
し
い
。
松
と
鶴
と
の
取
り
合
わ

せ
と
し
て
亀
を
あ
ら
わ
す
場
合
に
は
亀
鈕
を
採
用
し
な
い
の
が
本
来
の
形
式
で
あ

り
（
図
８
―
１
）、
亀
鈕
と
は
別
に
山
岳
を
背
負
う
亀
を
あ
ら
わ
す
鏡
が
あ
る
の

は
（
図
８
―
２
）、『
梁
塵
秘
抄
』
に
詠
ま
れ
る
が
ご
と
く
霊
亀
と
鼇
と
を
混
同
し

た
、
あ
る
意
味
で
は
そ
れ
ら
を
描
き
分
け
た
事
例
で
あ
ろ
う
。

十
五
世
紀
後
半
以
降
に
は
、
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
と
墨
書
さ
れ
る
熱
田

神
宮
の
蓬
莱
紋
鏡
［
広
瀬
一
九
三
八
、
図
版
八
一
］
や
同
じ
く
熱
田
神
宮
の
天
正
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く
、
漢
の
古
典
に
学
び
、
そ
れ
を
自
国
の
文
化
と
し
て
洗
練
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿

勢
を
根
底
と
し
て
、
受
け
継
が
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
和
鏡
に
摂
取
さ
れ
、
日
本
で

確
立
さ
れ
た
「
蓬
莱
紋
」
は
、
決
し
て
神
話
な
ど
で
は
な
く
、
蓬
莱
の
歴
史
の
ひ

と
つ
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
評
価
で
き
る
。

今
後
は
認
識
を
改
め
、
和
鏡
全
体
や
同
時
代
の
絵
画
・
金
工
品
、
日
本
の
古
典

な
ど
に
見
識
を
広
げ
な
が
ら
、「
蓬
莱
紋
」
の
変
遷
観
や
亀
鈕
を
は
じ
め
と
す
る

諸
要
素
の
変
化
を
検
証
し
、
中
国
・
日
本
を
通
じ
た
蓬
莱
像
や
そ
こ
に
登
場
す
る

亀
・
鳳
凰
な
ど
の
神
獣
の
立
ち
位
置
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

を
越
え
て
、
一
本
筋
と
し
て
通
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

唐
代
の
高
士
弾
琴
紋
鏡
の
成
立
を
き
っ
か
け
に
鏡
の
鈕
の
ひ
と
つ
の
パ
タ
ー
ン

と
な
っ
た
亀
鈕
は
、
和
鏡
に
も
採
用
さ
れ
、
松
や
双
鳥
と
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
る

日
本
独
自
の
様
式
の
一
要
素
と
し
て
定
着
し
て
い
く
。
唐
鏡
に
お
い
て
も
亀
鈕
と

鶴
の
取
り
合
わ
せ
は
あ
る
が
［
劉
一
九
八
六
、
熊
一
九
九
三
］、
日
本
に
お
い
て

創
意
工
夫
さ
れ
た
「
蓬
莱
紋
」
は
、
蓬
莱
の
情
景
を
全
面
に
描
く
こ
と
で
、
唐
鏡

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
に
洗
練
さ
れ
た
図
像
に
な
っ
て
い
る
。
十
五
世

紀
頃
に
霊
亀
と
鼇
と
の
混
同
が
起
こ
る
な
ど
、
そ
の
変
遷
過
程
の
す
べ
て
に
お
い

て
順
当
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
が
、
そ
の
後
「
T
」
状
亀
鈕
双
鶴
接
嘴
紋
と
し

て
双
鶴
と
の
取
り
合
わ
せ
が
確
立
さ
れ
た
亀
鈕
は
、
結
果
と
し
て
唐
鏡
の
亀
鈕
と

同
様
に
そ
れ
自
体
が
蓬
莱
を
象
徴
す
る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

以
前
、
中
国
国
家
博
物
館
に
て
、
明
末
に
泉
州
開
元
寺
に
供
奉
さ
れ
た
と
い
う

「
天
下
一
木
瀬
大
和
守
藤
原
信
重
作
」
蓬
莱
紋
鏡
を
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
（
図

８
―
４
）。
そ
の
頃
は
ま
だ
和
鏡
へ
の
興
味
を
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

松
の
下
で
鶴
と
向
き
合
う
亀
が
長
い
毛
を
垂
ら
し
、
い
か
に
も
霊
亀
ら
し
い
姿
で

描
か
れ
て
い
る
の
を
見
て
、「
近
世
の
日
本
の
鏡
に
こ
ん
な
に
中
国
ら
し
い
紋
様

が
あ
る
の
か
」
と
驚
き
を
感
じ
た
。
お
そ
ら
く
、
明
代
の
中
国
人
も
同
様
の
気
持

ち
を
抱
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
中
国
か
ら
見
れ
ば
東
方
に
位
置
す
る
日
本
に
海
を
越

え
て
伝
わ
っ
た
蓬
莱
や
亀
へ
の
信
仰
が
、
そ
こ
で
定
着
し
、
洗
練
さ
れ
、
中
国
へ

と
帰
り
着
い
た
。
ま
る
で
蓬
莱
神
話
で
は
な
い
か
。

と
は
い
え
、
漢
の
文
化
や
思
想
は
、
同
じ
中
国
王
朝
の
唐
や
明
に
で
さ
え
、
ス

ト
レ
ー
ト
に
継
承
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
人
が
中
国
の
文
化
に
学
ぶ
と
き

と
同
様
に
、
文
献
や
器
物
を
通
し
て
漢
の
文
化
に
触
れ
、
そ
の
時
代
の
思
想
を
読

み
と
き
、
自
分
た
ち
の
文
化
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
唐
鏡
と
和
鏡
に

共
通
す
る
蓬
莱
や
亀
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
必
ず
し
も
直
接
継
承
さ
れ
た
も
の
で
は
な

【
註
】

（
1
）
『
山
海
経
』
海
外
北
経
に
「
北
方
禺
疆
、
人
面
鳥
身
、
珥
両
青
蛇
、
践
両
青
蛇
」、
大
荒

北
経
に
「
北
海
之
渚
中
、
有
神
、
人
面
鳥
身
、
珥
両
青
蛇
、
践
両
赤
蛇
、
名
曰
禺
疆
」
と

あ
る
。

（
（
）
本
文
に
引
用
し
た
『
列
子
』
湯
問
の
続
き
に
は
「
而
龍
伯
之
国
、
有
大
人
、
挙
足
不
盈

数
千
而
暨
五
山
之
所
、
一
釣
而
連
六
鼇
、
合
負
而
趣
、
帰
其
国
、
灼
其
骨
以
和
焉
。
於
是

岱
輿
・
員
嶠
二
山
流
於
北
極
、
沈
於
大
海
、
仙
聖
之
播
遷
者
巨
億
計
」
と
あ
り
、
龍
伯
の

国
の
巨
人
が
岱
輿
と
員
嶠
を
支
え
る
鼇
を
吊
り
上
げ
た
こ
と
で
、
結
果
的
に
封
禅
書
の
通

り
の
三
山
が
残
っ
て
い
る
。

（
（
）
『
史
記
』
封
禅
書
に
「
於
是
作
建
章
宮
、
度
為
千
門
万
戸
。
前
殿
度
高
未
央
。
其
東
則

鳳
闕
、
高
二
十
余
丈
。
其
西
則
唐
中
、
数
十
里
虎
圏
。
其
北
治
大
池
、
漸
台
高
二
十
余
丈
、

命
曰
太
液
池
、
中
有
蓬
莱
・
方
丈
・
瀛
洲
・
壺
梁
、
象
海
中
神
山
亀
魚
之
属
。
其
南
有
玉

堂
・
璧
門
、
大
鳥
之
属
。
乃
立
神
明
台
・
井
幹
楼
、
度
五
十
丈
、
輦
道
相
属
焉
」
と
あ
る
。

（
（
）
『
史
記
』
恵
景
間
侯
者
年
表
・
軑
に
「（
孝
景
）
二
年
（
前
一
九
三
）
四
月
庚
子
、
侯
利

蒼
元
年
」「（
高
后
）
三
年
（
前
一
八
五
）、侯
豨
元
年
」、『
漢
書
』
高
恵
高
后
文
功
臣
年
表
・

軑
侯
黎
朱
蒼
に
「（
孝
恵
）
二
年
四
月
庚
子
封
、
八
年
薨
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
馬
王
堆
２

号
（
軑
侯
）
墓
の
埋
葬
年
代
は
前
一
八
六
年
と
知
ら
れ
る
。
そ
の
婦
人
を
埋
葬
す
る
１
号

墓
は
、出
土
し
た
木
牘
か
ら
文
帝
十
八
年
（
前
一
六
八
）
に
没
し
た
と
知
ら
れ
る
３
号
（
太

子
）
墓
を
切
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
一
六
八
年
以
降
の
埋
葬
と
考
え

ら
れ
る
。

（
（
）
「
睡
虎
地
秦
簡
」
編
年
記
に
「
昭
王
元
年
」「
卌
五
年
攻
大
壄
王
十
二
月
甲
午
鶏
鳴
時 

喜
産
」
と
あ
り
、「
孝
文
王
元
年
立
即
死
」、「
荘
王
元
年
」
～
「
荘
王
三
年
荘
王
死
」
を
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